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 １０～１１

今回の広報には「いっしょに手をつなご」「えなツーリズム」「体連えな」が折り込んであります。読むときは、外してお読みください。

お知らせ版

地域福祉計画案

人権施策推進指針案

申告のお知らせ

文化の窓・環境

スポーツ・地域包括

子育て・消費生活

健康ガイド・図書

お知らせ・２月の相談

「えなっコ」チャンネル２月

１２～１３

１４～１５

１６～２３

２４

　上矢作振興事務所は、２月４日㈪から事務所を

上矢作コミュニティセンター（上矢作コミセン）

へ移転します。これは、近い将来発生が予測され

る東海地震や東南海地震などの大きな地震に備

え、耐震性の低い現在の上矢作振興事務所から耐

震性のある上矢作コミセンへ移転し、利用者の安

全を図るものです。

　事務室は、上矢作コミセンと共同となりますが、

電話番号やファクス番号は今まで通りです。

　これに伴い、現振興事務所は閉鎖しますので、

２月４日以降は利用できません。

□移転先の住所　上矢作町漆原４４番地２

□移転日　２月４日㈪
問　上矢作振興事務所志４７-２１１１、思４７-２１１６

上矢作振興事務所が移転します
２月４日（月）から上矢作コミセンへ

滑
移
転
先
の
上
矢
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

至平谷村

上矢作
小学校

上矢作
病院

上矢作
中学校

上矢作
体育館

至
岩
村
町

至
稲
武

現上矢作
振興事務所

新上矢作
振興事務所

（上矢作コミセン）

矢
作
川

問

平岩
トンネル

新上矢作振興事務所の案内図
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計画（案）にご意見を

■
地
域
福
祉
推
進
の
基
本
目
標

四
つ
の
目
標
で
み
ん
な
が
安
心

　

計
画
で
は
、
基
本
理
念
の
下
、「
見
守

り
助
け
合
う 

し
く
み
づ
く
り
」「
思
い
や

り
の
心
を
育
て
る 

ひ
と
づ
く
り
」「
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る 

ま
ち
づ
く
り
」

「
生
活
と
活
動
を
支
え
る 

体
制
づ
く
り
」

の
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
施
策
の
推
進
を

■
基
本
理
念

「
お
互
い
さ
ま
」
の
心
を
育
む

　

前
回
の
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
計
画
へ

の
思
い
と
、当
市
へ
の
思
い
を
話
し
合
い
、

「『
お
互
い
さ
ま
』
の
心
を
は
ぐ
く
み
生
か

す
ま
ち 

え
な

―
『
お
互
い
さ
ま
』
の
心

は
え
～
な
も
―
」
を
基
本
理
念
に
し
て
い

ま
し
た
。「
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
言
葉

に
は
助
け
合
っ
て
い
く
、
支
え
合
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
全

て
の
人
が
持
つ
こ
と
で
、今
よ
り
も
、も
っ

と
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

　

次
の
計
画
で
も
、こ
の
思
い
を
継
承
し
、

引
き
続
き
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
や
提
供
者
、
市
民
代
表
、
地
域
福

祉
活
動
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

有
識
者
で
構
成
す
る
「
市
地
域
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
」、
地
域
の
代
表
者
で
構
成

す
る
「
や
ろ
ま
い
か
市
民
会
議
」
な
ど
の

中
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
市
内
全
地
区
で

▲地域のボランティアが支える移送サービス

第２次市地域
福祉計画

互
い
に
助
け
合
い
支
え
合
う
ま
ち
に

　
画
の
見
直
し
案
に
ご
意
見
を

　
現
代
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行
し
、
社
会
環
境
の
変
化
や
個
人
の

生
活
様
式
の
多
様
化
で
、
地
域
内
で
の
交
流
や
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
薄
く
な

る
な
ど
、
地
域
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
生
活
で
は
、
個

人
や
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
地

域
福
祉
計
画
」
は
、
地
域
住
民
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
と
行
政
が

相
互
に
連
携
し
て
、
個
々
に
抱
え
る
問
題
や
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に

対
す
る
解
決
策
の
考
案
や
地
区
ご
と
の
方
向
性
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
来
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
内
容
（
案
）

を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
四
つ
の
目
標
の
下
「
基
本
計

画
・
実
施
計
画
」
の
具
体
的
な
施
策
を
定

め
て
い
ま
す
。

■
重
点
的
な
取
り
組
み

地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　

前
回
、
計
画
が
策
定
さ
れ
て
以
降
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
未
だ
地
域
に
残
る
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　

中
で
も
、地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

「
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
活
動
の

充
実
」「
地
域
活
動
を
け
ん
引
す
る
人
材

の
育
成
」「
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
」
の
三
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
重
点
的
な
取
り
組
み
の
内
容
◇

《
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
活
動
の

充
実
》

●
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
、
生
活
や
家
事
全
般
で
の
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
に
対
し
、
地
域
住
民
の

協
力
に
よ
る
軽
度
な
生
活
支
援
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
公
共
交
通
と
連
携
し
た
移
動
手
段
の
確

保
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
地
域
活
動
を
け
ん
引
す
る
人
材
の
育
成
》

●
若
い
世
代
や
退
職
し
た
ば
か
り
の
元
気

な
高
齢
者
な
ど
、
人
材
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
地
域
活
動
の
推
進
や
活
性
化
に
向
け
た

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
》

●
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
体
制
の

充
実
と
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
気
軽
に
相
談
が
で
き
、
情
報
交
換
や
交

流
が
図
れ
る
場
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

団
体
の
代
表
者
ら
と
地
区
懇
談
会
を
実
施

し
、
地
域
で
の
課
題
や
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
意
見
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

計

　市では、市民の皆さんの意見を計画に反映させる

ため、第２次地域福祉計画（案）についての意見を

募集します。

　この計画案は、社会福祉課や市中央図書館、市役

所本庁舎情報公開コーナー（本庁舎３階）や各振興

事務所で閲覧できます。

　閲覧期間は、意見募集期間と同じです。また市ウェ

ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）にも掲載してい

ます。

□募集期間　１月２５日㈮～２月８日㈮
□募集方法　本紙（１月１日号など）に折り込みの

広報直通便やファクス、電子メールなどで、①氏名

②住所③連絡先（電話番号）―を明記して意見をお

寄せください。見出しは、「地域福祉計画」として

ください。

　　　　社会福祉課　〒５０９-７２９２（住所不要）志

２６-２１１１（内線１３１）　思２５-７２９４　糸 syakaifukushi@

city.ena.lg.jp

0 20 40 60 80 100

○幼いころからの「お互いさま」

の心や、他人を思いやる心の育成

○地域での見守り・助け合い活動

の推進

○子どもの居場所づくり・学童保

育の推進

○相談体制の充実と利用しやすい

福祉サービスの環境づくり

○ボランティア活動や市民活動を

担う人材の確保や育成

○子どものころからの地域活動へ

の参加促進

○団体活動への支援による地域の

活性化

○地域活動団体などの情報交換や

共有を図るためのネットワークづ

くり

○地域医療体制の充実

○健康づくりや生きがいづくり、介

護予防の推進

○日常生活における防災や防犯体

制の整備

○生活の支えとなる移動手段の確

保

○各地区での基盤組織づくり

○各地区での福祉のまちづくりの

推進と支援

○総合的な福祉のまちづくり

◆四つの基本目標

とても関心
がある

ある程度関心
がある

あまり関心が
ない

全く関心がない
不明・
無回答

見守り助け合う しくみづくり 思いやりの心を育てる ひとづくり

安心して住み続けられる まちづくり 生活と活動を支える 体制づくり

基本目標２基本目標１

基本目標３ 基本目標４

■地域福祉への関心の程度

１８．９

１６．５

６０．５

５５．８

１６．３

２２．４

１．９

２．４

１．８

３．５

 ０  ２０  ４０  ６０  ８０  １００ （％）

平成２４年度 

平成１８年度 

（恵那市民の福祉・人権に関するアンケート調査から）

申・問

3 22013.1.15 広報えな

ブリックコメント①
（意見公募）



パ

指針（案）にご意見を

　

指
針
で
は
、「
人
権
意
識
の
醸
成
」「
誰

も
が
共
存
で
き
る
社
会
づ
く
り
」「
生
活

環
境
の
整
備
」「
支
援
体
制
の
充
実
」
の

四
つ
の
基
本
的
な
視
点
で
、
基
本
的
施
策

と
分
野
別
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
基
本
的
施
策
の
推
進

教
育
や
啓
発
な
ど
体
制
を
充
実

　

学
校
や
家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
教
育
や
啓
発
な
ど

を
行
い
、人
権
意
識
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
取
り
組
み
の
内
容
◇

《
人
権
教
育
の
推
進
》

●
学
校
な
ど
で
の
人
権
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
を
通
じ
た
人
権

教
育
の
推
進

の
代
表
で
構
成
す
る
「
市
人
権
施
策
推
進

会
議
」「
人
権
教
育
部
会
・
人
権
啓
発
部
会
」

で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民

▲中学生の福祉学習として開催された人権コンサート

第２次市人権施策
推進指針

一
人
一
人
が
人
権
尊
重
に
理
解

　
針
の
見
直
し
案
に
ご
意
見
を

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
へ
の
差
別
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め
問
題

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
は
依
然
と
し
て
起
き
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
で
、
他
人
に
対
す
る
誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う
し
ょ
う傷

や
有
害
な
情
報
の
掲
載

な
ど
、
新
た
な
人
権
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。「
人
権
施
策
推
進
指
針
」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
人
権
教
育
や
啓
発
に
関
す
る
取
り
組
み
の
総

合
的
、
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、来
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で
の
「
人
権
施
策
推
進
指
針
」
の
内
容
（
案
）

を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《
人
権
啓
発
の
推
進
》

●
市
民
や
企
業
な
ど
へ
の
人
権
啓
発

《
相
談
や
支
援
体
制
の
充
実
》

●
相
談
体
制
の
充
実

●
見
守
り
体
制
の
強
化

《
人
権
に
関
わ
る
業
務
職
員
へ
の
研
修
》

●
行
政
職
員
や
教
職
員
へ
の
研
修
実
施

●
消
防
職
員
へ
の
研
修
実
施

●
医
療
や
福
祉
関
係
職
員
へ
の
研
修
実
施

■
各
種
分
野
別
の
人
権
推
進

九
つ
の
分
野
で
取
り
組
み
を
展
開

　

各
分
野
に
特
化
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。
人
権
問
題
を
早
期
に
解
決
す
る

た
め
に
、
九
つ
の
分
野
で
指
針
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

◇
取
り
組
み
の
内
容
◇

《
女
性
の
人
権
》

●
男
女
共
に
働
き
な
が
ら
、
家
庭
生
活
や

地
域
活
動
に
携
わ
れ
る
環
境
の
整
備
。
男

女
共
同
参
画
の
周
知
や
啓
発
。

《
子
ど
も
の
人
権
》

●
子
育
て
支
援
や
虐
待
防
止
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み
の
推

進
。

《
高
齢
者
の
人
権
》

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
の
整
備
。保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

《
障
が
い
者
の
人
権
》

●
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進
。
地

域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
へ
の
支
援
。

《
同
和
問
題
》

●
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
課
題

と
し
て
、
認
識
や
理
解
を
深
め
る
。
え
せ

同
和
行
為
の
根
絶
。

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
》

●
利
用
者
自
身
の
責
任
や
人
権
侵
害
行
為

へ
の
認
識
。
情
報
倫
理
の
理
解
と
教
育
の

充
実
。

《
外
国
人
の
人
権
》

●
異
文
化
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
や

啓
発
。
相
談
体
制
の
充
実
。

《
感
染
症
患
者
な
ど
の
人
権
》

●
人
権
に
配
慮
し
た
保
健
医
療
の
推
進
。

生
活
の
保
持
。
病
気
な
ど
に
関
す
る
知
識

や
理
解
の
普
及
と
啓
発
。

《
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
の
人
権
》

●
社
会
復
帰
の
助
け
と
な
る
相
談
支
援
体

制
の
充
実
。

に
調
査
を
行
っ
て
、
人
権
に
関
す
る
課
題

や
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま

し
た
。

指

　市では、市民の皆さんの意見を計画に反映させ

るため、第２次市人権施策推進指針（案）につい

ての意見を募集します。

　この計画案は、社会福祉課や市中央図書館、市

役所本庁舎情報公開コーナー（本庁舎３階）や各

振興事務所で閲覧できます。閲覧期間は、意見

募集期間と同じです。また市ウェブサイト（http://

www.city.ena.lg.jp/）にも掲載しています。

□募集期間　１月２５日㈮～２月８日㈮
□募集方法　本紙に折り込みの広報直通便やファ

クス、電子メールなどで、①氏名②住所③連絡先

（電話番号）―を明記してお寄せください。見出

しは、「人権指針」としてください。

　　　　社会福祉課　〒５０９-７２９２（住所不要）

志２６-２１１１（内線１３１）　思２５-７２９４　

糸 syakaifukushi@city.ena.lg.jp

◯人間の尊厳の大切さを認識

し、人権問題について知識と

しての理解のみならず、人権

尊重の理念について理解を深

めていく。

◯人権感覚を育み、生涯にお

けるあらゆる場面において、

生かすことができるよう意識

の醸成を図る。

◯互いの異なる意見や考え方、

生き方の違いを理解し、認め

合える社会の実現を図る。

◯多様性を受容できる社会を

つくり、差別のない共生社会

を目指す。

◯家庭や地域社会において、

安心して暮らすことは、個人

が持つ当然の権利。あらゆる

機会や事態に対応し、安全で

安心して暮らせる環境づくり

を目指す。

◯人権侵害を未然に防ぐこと

の他、被害者への人権問題に

関する相談や支援の充実を図

る。

◯相談機関相互における情報

共有や相談員、人権に関わり

ある分野への業務従事者の資

質向上に努める。

◆四つの基本的な視点

人権意識の醸成

生活環境の整備 支援体制の充実

誰もが共存できる社会づくり

■
基
本
的
な
視
点

共
に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
ま
ち

　

市
で
は
、
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
人
権
の
各
分
野
に
関
す
る
課
題

や
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。市
民
の
関
心
が
高
い
人
権
分
野
は「
子

ど
も
」「
高
齢
者
」「
障
が
い
者
」
で
す
。

身
近
な
対
象
へ
の
関
心
は
高
い
も
の
の
、

前
回
指
針
の
調
査
時
に
比
べ
、
市
民
の
人

権
に
対
す
る
関
心
は
低
下
し
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
社
会
環
境
の
変
化

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
権
に
関
す
る

問
題
が
、
多
種
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
個
人
が
持
つ
当
た

り
前
の
権
利
に
つ
い
て
、誰
も
が
理
解
し
、

尊
重
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

前
回
の
指
針
で
は
、「
人
権
尊
重
の
理

念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
互
い
に
認
め

合
い
、
共
に
支
え
合
う
共
生
社
会
」
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
人

が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
重
要
な
考
え
で

あ
り
、
継
承
す
べ
き
も
の
で
す
。
本
指
針

で
も
、
こ
の
考
え
を
尊
重
し
、
明
確
な
理

念
の
言
葉
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り
が
人
権

尊
重
を
理
解
し
、
互
い
に
認
め
合
い
、
共

に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
ま
ち
恵
那
」
と

定
め
ま
す
。

　

指
針
の
策
定
は
、
市
役
所
内
の
各
部
署

申・問

5 42013.1.15 広報えな

ブリックコメント②
（意見公募）



7 2013.1.15 6広報えな

問

問

確定申告特設会場

　
の
申
告
は
お
早
め
に

・
１
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
が
２０
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
お
り
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
２０
万
円

を
超
え
る
方

・
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方

・
そ
の
他
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
簡
単
作
成

　

国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w

w
.n

ta.g
o.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
簡
単
に
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
直
接
、
国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
は
３
年
で
す
。
電
子
証
明
書
の
期

限
切
れ
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
無
料
税
務
相
談

が
で
き
ま
す
。

①
平
成
２４
年
分
の
所
得
金
額
が
３
０
０
万

　

市
・
県
民
税
申
告

　

平
成
２５
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、
平
成

２５
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
平
成
２４
年
中
の
所
得
を
基
準

に
算
出
し
ま
す
。

　
　

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
５
０
６
）

●
申
告
の
受
付
会
場

【
市
役
所
会
議
棟
で
の
申
告
受
け
付
け
】

　

左
表
の
通
り
各
地
域
ご
と
に
設
定
し
た

日
に
ち
を
参
考
に
、お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
１８
日
㈪
―
３
月
１５
日
㈮
午

前
９
時
―
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

【
各
地
域
で
の
申
告
受
け
付
け
】

　

各
地
域
で
も
申
告
を
行
い
ま
す
が
、
お

越
し
い
た
だ
け
る
方
は
、
市
役
所
会
議
棟

で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
受
付
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
５
時（
土
・

日
を
除
く
）

※
各
会
場
の
初
日
や
月
曜
日
が
特
に
混
雑

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

●
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成
２５
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所
が

あ
る
方
は
、
原
則
、
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
を
し
た
方

・
給
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
他
に
所

得
の
な
い
方

※
社
会
保
険
料
控
除
、生
命
保
険
料
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告
が
必
要

で
す

□
注
意　

平
成
２４
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
保
険
料
の
算
定
の
た
め
簡
易

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
扶
養
認
定
の
た
め
、
所
得
証
明
書

な
ど
が
必
要
な
方
も
、
申
告
書
の
提
出
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
送
付
さ
れ
た
市
・
県
民
税
申
告
書
か
簡

易
申
告
書　

・
印
鑑　

・
平
成
２４
年
中
の
収
入
金
額
の
分
か
る
も

の
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
公
的
年
金
）、

報
酬
等
支
払
調
書
、
事
業
の
収
支
が
分
か

る
書
類

・
保
険
料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
・

個
人
年
金
・
生
命
保
険
料
・
介
護
医
療
保

険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
）

※
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
に
係
る
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
支

払
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ

れ
た
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

円
以
下
の
事
業
所
得
者
、不
動
産
所
得
者
、

雑
所
得
者　

②
①
の
方
で
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の

場
合
は
、
平
成
２４
年
分
の
基
準
期
間
の
課

税
売
上
高
が
３
千
万
円
以
下
の
方

③
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
（
高
額
所

得
者
や
相
談
内
容
が
複
雑
な
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）

□
と
き　

２
月
２５
日
㈪
―
２８
日
㈭
午
前
９

時
半
―
正
午
、
午
後
１
時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

●
申
告
期
間
前
の
説
明
会
な
ど

【
公
的
年
金
受
給
者
の
申
告
受
け
付
け
】

　

確
定
申
告
期
間
前
に
、
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

２
月
７
日
㈭
、
８
日
㈮
午
前
９

時
半
―
正
午
、
午
後
１
時
―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会
室

※
収
支
内
訳
書
な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方

は
、
確
定
申
告
特
設
会
場
な
ど
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

【
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
説
明
会
】

□
と
き　

２
月
１３
日
㈬
、
１４
日
㈭
午
前
９

時
―
１１
時
半
、
午
後
１
時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

　
平
成
２４
年
分
の
確
定
申
告
は
２
月
１５
日
㈮
か
ら
、
ま
た
市
・
県
民
税
の
申
告
は
２

月
１８
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
の
終
盤
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
も
含
め
て
、
申
告
は
早
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
　

○
確
定
申
告　

〒
５
０
８
―
８
６
１
１
　
中
津
川
市
か
や
の
木
町
４
―
３
　
中
津
川

税
務
署
皐
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０
２
　

○
市
・
県
民
税　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２
（
住
所
不
要
）
税
務
課
市
民
税
係 

皐
２
６

―
２
１
１
１
（
内
線
５
０
６
）

　

 
確
定
申
告

　

確
定
申
告
特
設
会
場
で
、
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１５
日
㈮
―
３
月
１５
日
㈮
午

前
９
時
―
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

※
こ
の
期
間
中
、
中
津
川
税
務
署
で
は
申

告
相
談
を
行
い
ま
せ
ん

　
　

中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３
―
６
６

―
１
２
０
２　

●
確
定
申
告
の
対
象

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得

な
ど
の
合
計
金
額
が
、
各
種
所
得
控
除
金

額
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

・
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

（土・日を除く）

３月
１５日

２月
１８日

問　：問い合わせ　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

税

　

６５
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
制
度

に
基
づ
き
要
介
護
１
―
５
や
要
支
援
２

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
な
ど
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
、

所
得
税
法
や
地
方
税
法
上
の
「
障
害
者

控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
方
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
、
高
齢
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

恵
那
南
部
５
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
各
振
興
事
務
所
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
人
や
家
族
以
外
の
方
が
申
請
す
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

　
　

高
齢
福
祉
課
志
２
６
―
２
１
１
１

（
内
線
１
２
４
）

と　　き 対象地区

２月１８日㈪～２１日㈭㈪ 大 井 町

南部５地域

２月２２日㈮～２７日㈬㈮ 長 島 町

２月２８日㈭～３月１日㈮ 東 野

３月４日㈪㈬ 飯 地 町

３月５日㈫㈭ 中野方町

３月６日㈬ 笠 置 町

３月７日㈭㈪ 武 並 町

３月８日㈮㈫ 三 郷 町

３月１１月㈪～１５日㈮ 市内全域

申　告　会　場 と　き 対象地区

中野方コミセン
２月１８日㈪ １区～５区

２月１９日㈫ ６区～１１区

飯地コミセン ２月２０日㈬ 飯地町全域

武並コミセン
２月２１日㈭ 藤

２月２２日㈮ 竹折

三郷コミセン
２月２５日㈪ 野井

２月２６日㈫ 佐 良々木・椋実

ＪＡ恵那北部支店
２月２７日㈬ 毛呂窪・本郷

２月２８日㈭ 姫栗・河合

岩村振興事務所
２月１８日㈪～
３月１日㈮ 岩村町全域

串原振興事務所
２月１８日㈪～
２２日㈮ 串原全域

明智振興事務所
２月１８日㈪～
３月１５日㈮ 南部５地域

山岡振興事務所
３月４日㈪～
１５日㈮ 山岡町全域

上矢作振興事務所
３月１１日㈪～
１５日㈮ 上矢作町全域

●市役所会議棟での申告受付●

●各地域での申告受付●

※土曜日・日曜日は除く

要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
障
害
者
控
除
の
対
象

問
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明智かえでホール２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

１６日
ピアノ・エレクトーン無料開放 練習室  ９：００～１７：００ 無料 明智かえでホール

※受け付けは当日、先着順で１人当たり１時間程度、対象は小・中・高校生です

ホールの利用は早めに申し込んでください。
【かえでホール２月の休館日】４日・１２日・１３日・１８日・２５日

明智かえでホール　志５４-３９９１
文化課　志４３-２１１２（内線３２１）

恵那文化センター２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

２３日～
２４日 市諸流茶花道早春フェスタ

展示室、ホワイ
エ（花道）
ロビー（茶道）

花道９：００～１７：００
（２４日は９：００～
　　　　　　　　　　１６：００）
茶道１０：００～１５：００

（２４日は１０：００～
　　　　　　　　　　１４：００）

無料 市文化振興会
志２６-３５２４

２４日 第２３回市伝統芸能大会 大ホール他  ９：３０～ 無料 市伝統芸能大会実行
委員会志２６-３５２４

来年の２月４日から３月 2 日に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用を希望される方は、
２月１日午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへ問い合わせください。
【文化センター２月の休館日】４日・１２日・１３日・１８日・２５日

恵那文化センター　志２５-５１２１
http://bcenter.city.ena.gifu.jp

北
原
白
秋
の
直
筆
書
簡
類

な
ど
３８
通
を
寄
贈

　

昨
年
１２
月
１８
日
、
牧
野
亮

ま
こ
と

さ
ん

（
長
島
町
）
か
ら
中
山
道
広
重
美

術
館
へ
、
近
代
詩
人
の
代
表
格
北

原
白
秋
直
筆
の
封
書
や
は
が
き
、

電
報
な
ど
合
計
３８
通
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

北
原
白
秋
と
長
島
町
永
田
出
身

の
歌
人
牧
野
暮ぼ

葉よ
う（

暮
葉
は
筆
名
、

本
名
は
律り

つ

太た

）
は
、
手
紙
を
や
り

と
り
す
る
な
ど
親
交
が
あ
り
ま
し

た
。
白
秋
は
、３
回
恵
那
を
訪
れ
、

「
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節
」「
大

井
栄

さ
か
え

舞ま

い

」な
ど
を
作
詞
し
ま
し
た
。

　

律
太
の
実
家
の
土
蔵
で
、
北
原

白
秋
や
白
秋
の
周
辺
者
か
ら
律
太

に
宛
て
た
書
簡
類
な
ど
が
見
つ
か

り
、
律
太
の
甥
に
当
た
る
牧
野
亮

さ
ん
が
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
書
簡
類
は
、
美
術
館

で
次
の
通
り
企
画
展
を
開
催
し
、

展
示
し
ま
す
。

「
郷
土
ゆ
か
り
の
文
化
人
北
原
白

秋
」展

　

北
原
白
秋
直
筆
の
書
簡
類
が
、

中
山
道
広
重
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
「
版
画
で
た

ど
る
江
戸
か
ら
明
治
」
展
と
同
時

に
「
郷
土
ゆ
か
り
の
文
化
人
北
原

白
秋
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間　

１
月
１７
日
㈭
―
２
月
２４

日
㈰
午
前
９
時
半
―
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

□
料
金　

無
料
（「
版
画
で
た
ど

る
江
戸
か
ら
明
治
」
展
は
有
料
）

　
　

中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０

―
０
５
２
２

第
２
５
３
回
恵
那
文
化
劇
場

上
妻
宏
光
コ
ン
サ
ー
ト

　

津
軽
三
味
線
の
伝
統
と
革
新
を

追
及
す
る
上あ

が

妻つ
ま

宏ひ
ろ

光み
つ

さ
ん
が
ピ
ア

ノ
と
共
演
し
、
和
と
洋
が
融
合
す

る
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

□
と
き　

３
月
２
日
㈯
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金　

２
５
０
０
円

□
入
場
券
の
販
売　

１
月
１９
日
㈯

午
前
１０
時
か
ら
明
智
か
え
で
ホ
ー

ル
他
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

　
　

市
文
化
振
興
会
志
２
６
―
３

５
２
４
、
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
志

５
４
―
３
９
９
１

第
　
回
市
伝
統
芸
能
大
会

□
と
き　

２
月
２４
日
㈰
午
前
９
時

半□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
出
演
団
体（
出
演
順
）　

大
井
文

楽
保
存
会
、東
野
歌
舞
伎
保
存
会
、

大
井
長
島
獅
子
舞
保
存
会
、
毛
呂

窪
民
芸
保
存
会
、
明
智
町
歌
舞
伎

保
存
会
、
中
野
方
め
れ
た
囃ば

や

子し

保

存
会
、
明
智
太
鼓
保
存
会
、
恵
那

歌
舞
伎
保
存
会
、
大
井
栄
舞
保
存

会
、
中
野
音
頭
保
存
会
、
市
内
の

名
士
（
お
目
見
得
だ
ん
ま
り
）

　
　

伝
統
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）志
２
６

―
３
５
２
４

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

◎催しの予定は変更になる場合があります。詳細は主催者へお尋ねください。
◎駐車場には限りがあります。来館の際は、車の乗り合わせや公共交通機関を利用ください。

油
流
出
事
故
に
注
意

　

灯
油
の
使
用
量
が
増
え
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
給
油
時
に
そ
の

場
を
離
れ
た
り
、
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
す
る
と
油
流

出
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

油
の
流
出
事
故
は
、
河
川
や
地

下
水
の
汚
染
を
引
き
起
こ
す
だ
け

で
な
く
、
上
水
道
と
工
業
用
水
の

取
水
停
止
や
臭
い
に
よ
る
生
活
環

境
の
悪
化
、
魚
が
死
ぬ
な
ど
重
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
万
が
一
、
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
、
事
故
対
応
の
費
用
は
原

因
者
負
担
で
す
。

　

給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い

こ
と
や
、
タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
か

ら
油
が
漏
れ
て
い
な
い
か
点
検
す

る
こ
と
な
ど
、予
防
が
必
要
で
す
。

　

油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
直
ち
に
環
境
課
か
消
防
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
は
適
正
な
処
分
を

し
ま
し
ょ
う

　

車
で
家
電
や
粗
大
ご
み
を
無
料

回
収
す
る
業
者
の
多
く
は
、
違
法

（
無
許
可
営
業
）
で
す
。

　

回
収
し
た
家
電
か
ら
価
値
が
あ

る
も
の
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
残

り
は
不
法
投
棄
し
た
り
、
ト
ラ
ッ

ク
へ
積
み
込
ん
だ
後
で
、
料
金
を

請
求
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

許
可
な
く
業
と
し
て
他
人
の
ご

み
の
運
搬
や
処
理
を
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
粗

大
ご
み
を
業
者
に
渡
し
、
そ
の
ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
、

排
出
者
責
任
を
問
わ
れ
、
処
理
費

用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
電
や
粗
大
ご
み
の
処
理
は
、

許
可
業
者
か
環
境
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

２
月
の
環
境
講
座

　

着
な
く
な
っ
た
着
物
で
、
巾
着

袋
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
も

の
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

□
と
き　

２
月
７
日
㈭
午
前
９
時

―
正
午

□
定
員　

１０
人
（
初
心
者
）

□
料
金　

▽
受
講
料
＝
２
０
０
円

▽
材
料
費
＝
３
０
０
円

□
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
ミ
シ
ン

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５

２月の不燃・資源ごみ収集日

町名 地区 収集日

岩村町

新市場、日の出、日の出三、殿町  １日
西町、新町、朝日町、石畑、大根洞、
一色、緑ケ丘  １日

本町、柳町、新道、江戸町  ４日
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、
さつきケ丘、八本木住宅、菅沼  ５日

４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷  ６日

山岡町

原、田代  ７日
上手向  ８日
下手向、釜屋 １２日
山田 １３日
田沢、久保原 １３日

明智町

市場町、宮町、本町、常盤町 １４日
東山町、雇用促進住宅、友愛 １５日
新井町、駅前町、滝坂住宅 １８日
新町、徳間町、向町、東町 １９日
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、
上・下田良子、大栗、上田、阿妻 ２０日

的場町、片平町、峰山、中切、高波、
馬木、小杉、落倉 ２１日

門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、
小泉、吉良見 ２２日

藤内、颪、馬坂 ２５日

串原
中沢 ２１日
全域（中沢を除く） ２５日

上矢作町

大馬渡 ２１日
小笹原、島、達原、横道、飯田洞 ２６日
本郷、木の実 ２７日
漆原（大馬渡を除く）、下、小田子 ２８日

町名 地区 収集日

大井町

１・１４区
（正家後田含む）  １日

２・４区  ４日
３・１３区  ５日
５・６区  ６日
７・８区  ７日
９・１０区  ８日
１１・１２区  ８日

長島町

中野（永田川東） １２日
中野（永田川西） １３日
正家（後田を除く） １４日
大洞地区 １５日
永田 １８日
久須見 １９日

武並町
藤 ２０日
竹折 ２１日

東野 全域 ２２日

三郷町
野井 ２５日
佐々良木・椋実 ２５日

笠置町 全域 ２６日
中野方町 全域 ２７日
飯地町 全域 ２８日

【２月の食用廃油（使用済みてんぷら油）の回収】

□とき　２月９日㈯～１１日㈪
□ところ　各収集所（ごみ百科事典参照）
□注意　収集するものは食用廃油に限りま
す。廃油を入れたペットボトルなどの容器
は、必ず持ち帰ってください。

２３

問

▲上妻宏光さん

申
・
問

▲北原白秋と写真に写る牧野律太（左）

【２月の集団資源回収】

とき
実施団体
問い合わせ

１６日㈯

中野方小学校ＰＴＡ
中野方小学校志２３-２００４

明智町連合ＰＴＡ
明智小学校志５４-２０１５

２３日㈯ 恵那北小学校ＰＴＡ
恵那北小学校志２７-３１０３

問問



あなたの不安を安心に変える『地域包括支援センター』です。
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

教
室
の
参
加
者
を
募
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

□
と
き　

①
２
月
１
日
―
３
月
２９

日
（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
８
時
―

８
時
４０
分
（
全
９
回
）
②
２
月
６

日
―
３
月
２７
日
（
毎
週
水
曜
日
）

午
後
７
時
５０
分
―
８
時
４０
分
（
全

８
回
）     

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師　

①
河
村
友
美
さ
ん
②
笹

木
美
穂
さ
ん　

□
料
金　

①
４
５
０
０
円
②
４
０

０
０
円

筋
ト
レ
を
暮
ら
し
の
中
に

□
と
き　

２
月
１
日
―
３
月
２９
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
１
時
半
―

２
時
（
全
９
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

□
と
き　

２
月
１
日
―
３
月
２９
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
７
時
―
７

時
５０
分
（
全
９
回
）　
　

□
定
員　

２５
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物□
講
師　

笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金　

４
５
０
０
円

水
中
運
動
教
室
（
火
曜
日
昼
）

□
と
き　

２
月
５
日
―
３
月
２６
日

（
２
月
１２
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
）

午
後
１
時
半
―
２
時
（
全
７
回
）

□
定
員　

２５
人

□
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室

□
と
き　

２
月
５
日
、
１９
日
、
２６

日
、
３
月
５
日
、
１９
日
、
２６
日
（
火

曜
日
）
午
後
１
時
半
―
３
時
、
２

月
１４
日
、
３
月
１４
日
（
木
曜
日
）

午
前
１０
時
半
―
正
午
（
全
８
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

□
講
師　

鵜
飼
千
代
さ
ん

□
料
金　

４
０
０
０
円

水
中
運
動
教
室
（
水
曜
日
昼
）

□
と
き　

２
月
６
日
―
３
月
２７
日

（
３
月
２０
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
）

①
午
後
１
時
半
―
２
時
②
午
後
２

時
２０
分
―
２
時
５０
分
（
全
７
回
）

□
定
員　

各
２５
人

□
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

ス
ッ
キ
リ
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

□
と
き　

２
月
６
日
、
２０
日
、
３

月
６
日
、
２０
日
（
水
曜
日
）
午
後

７
時
―
７
時
４０
分
（
全
４
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル

□
講
師　

笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金　

２
０
０
０
円

水
中
運
動
教
室（
夜
）

□
と
き　

２
月
１４
日
、
２８
日
、
３

月
１４
日
、
２８
日
（
木
曜
日
）
午
後

７
時
４０
分
―
８
時
１０
分（
全
４
回
）

□
定
員　

２５
人

□
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

全
教
室
共
通

□
申
込
期
間　

１
月
２４
日
㈭
―
３１

日
㈭
（
電
話
で
の
申
し
込
み
可
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
申
し
込
み
後
の
開
催
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い

□
施
設
利
用
料　

一
般
３
０
０
円

／
回
、
小
中
学
生
１
５
０
円
／
回

飯
地
小
が
「
学
校
体
育
優

良
校
」
を
受
賞

　

第
５１
回
全
国
学
校
体
育
研
究
大

会
で
、
飯
地
小
学
校
が
学
校
体
育

優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

飯
地
小
学
校
は
、
５０
㍍
走
や
立

ち
幅
跳
び
、
反
復
横
跳
び
な
ど
８

種
目
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
良

か
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
体
育
の
時
間
以
外
に
、
朝
活

動
の
月
曜
日
と
木
曜
日
を
健
康
タ

イ
ム
と
し
、
一
輪
車
や
持
久
走
、

縄
跳
び
な
ど
の
運
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
場
の
冬
季
営
業

最
終
日
に
感
謝
イ
ベ
ン
ト

　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
の
冬
季
営
業

健康体力センター講習会（２月）

△

とき＝１５日㈮・２７日㈬午後７時、７
日㈭・２１日㈭午前１０時（託児付）　

△

ところ＝まきがね公園体育館健康体力
センター　

△

料金＝５２０円　

△

持ち物
＝屋内用シューズ　

△

対象＝高校生以
上（要予約・時間厳守）

託児付きトレーニング DAY（２月）

△

とき＝７日㈭・２１日㈭午前１０時～正
午（要予約）　

△

ところ＝まきがね公
園体育館健康体力センター

プチ講習（２月）

△

とき＝１日㈮（バランスボール）、８
日㈮（ストレッチポール）、１５日㈮（ス
トレッチ体操）、２２日㈮（ソフトエアロビ
クス）、午前１０時～１０時半　

△

ところ＝
まきがね公園体育館　

△

料金＝２００円
／回

社会体育施設の貸し出し（３・４月）

△

とき＝２月２０日㈬（３月分）、３月
２１日㈭（４月分）、午後７時　

△

とこ
ろ＝まきがね公園体育館

　　　　まきがね公園体育館（市体育
連盟）志２５-６４７８（月曜日休館）

は
、２
月
１７
日
㈰
に
終
了
し
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
、
感
謝
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
を

無
料
と
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１７
日
㈰
午
前
８
時

半
―
午
後
８
時
半

□
無
料
ス
ケ
ー
ト
教
室　

▽
時
間

＝
午
前
１０
時
、
午
後
１
時　

▽
定

員
＝
各
５０
人

※
貸
靴
代
５
０
０
円
は
必
要

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―

３
３
９
０

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
　

　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
の
第
４
戦
が
、
恵

那
ス
ケ
ー
ト
場
で
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
競
技
会
は
、
国
内
の
ト
ッ

プ
選
手
が
、全
５
戦
で
競
い
ま
す
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
か
ら
１
年
、
再
び

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
観
戦

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
２
日
㈯
―
３
日
㈰

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―

３
３
９
０

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
の
受
講
者

□
と
き　

２
月
２４
日
㈰

□
と
こ
ろ　

ひ
だ
舟
山
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
ア
ル
コ
ピ
ア

□
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
で
小

学
生
以
上
の
方
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

□
内
容　

初
級
、
中
級
、
上
級
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
指
導
し
ま
す
。

□
定
員　

▽
ス
キ
ー
教
室
＝
８０
人

▽
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
＝
２０
人

（
先
着
順
）

□
料
金　

▽
小
学
生
＝
３
０
０
０

円　

▽
中
学
生
以
上
＝
６
０
０
０

円　

▽
付
き
添
い
の
方
＝
１
０
０

０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□
持
ち
物　

用
具
一
式
（
レ
ン
タ

ル
も
あ
り
ま
す
）、
昼
食

□
受
け
付
け
開
始　

１
月
２９
日
㈫

午
前
９
時

※
必
ず
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
教
室

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は

２
月
１０
日
㈰
ま
で
に
支
払
っ
て
く

だ
さ
い

　
　
　
　

市
体
育
連
盟
志
２
５
―

６
４
７
８
（
月
曜
日
休
館
）

５
期
健
康
応
援
塾
を
開
催

　

「
ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）」
で
は
、
一

人
一
人
の
健
康
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
医
師
や
保
健
師
、
健
康
運

動
士
が
、
個
々
に
合
っ
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
指
導
す
る
健

康
応
援
塾
を
進
め
て
い
ま
す
。

□
と
き　

１
月
３１
日
―
３
月
２８
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
２
時
半
―

３
時
半
（
全
９
回
）

□
対
象　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

改
善
を
し
た
い
方
、
体
力
に
自
信

の
な
い
方

□
定
員　

２５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金　

７
０
０
０
円
（
施
設
利

用
料
、
資
料
代
を
含
む
）

□
締
め
切
り　

１
月
２８
日
㈪

□
そ
の
他　

血
液
検
査
の
結
果
が

あ
る
方
は
１
回
目（
１
月
３１
日
㈭
）

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
施
設
の

３
カ
月
定
期
利
用
券
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
教
室
以
外
で
も
利
用
く

だ
さ
い
。

認
知
症
講
演
会

　

市
立
恵
那
病
院
管
理
者
で
老
年

内
科
物
忘
れ
外
来
担
当
医
の
細
江

雅
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、
認
知
症

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
演
を
機
会
に
、
認
知
症

を
一
緒
に
考
え
正
し
く
理
解
し
、

予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

２
月
３
日
㈰
午
後
１
時

半
―
３
時　

□
と
こ
ろ　

三
郷
コ
ミ
セ
ン

□
そ
の
他　

申
し
込
み
不
要

想
い
出
列
車
を
運
行

　

明
知
鉄
道
を
利
用
し
た
想お

も

い
出

列
車
を
運
行
し
ま
す
。

　

恵
那
駅
発
の
車
内
で
は
、
懐
か

し
い
歌
を
歌
っ
て
楽
し
み
ま
す
。

明
智
駅
か
ら
回か

い

想そ
う

法ほ
う

セ
ン
タ
ー
ま

で
、ひ
な
人
形
を
見
学
し
な
が
ら
、

大
正
村
の
町
並
み
を
歩
き
ま
す
。

回
想
法
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昔
懐
か

し
い
道
具
を
見
て
触
り
、
皆
で
昔

を
懐
か
し
み
ま
し
ょ
う
。

□
日
に
ち　

３
月
３
日
㈰

□
行
程　

▽
往
路
＝
午
前
９
時
２７

分
恵
那
駅
発
―
１０
時
１６
分
明
智
駅

着　

▽
復
路
＝
午
後
１
時
５９
分
明

智
駅
発
―
２
時
４７
分
恵
那
駅
着

□
対
象　

６５
歳
以
上
の
市
内
在
住

者□
定
員　

４０
人

□
料
金　

無
料
（
昼
食
は
実
費
）

□
申
し
込
み
方
法　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込

む
。
１
度
の
電
話
で
３
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

□
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈮
―
１５

日
㈮

成
年
後
見
制
度
の
巡
回
相

談
を
開
催

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
自
身
や
家
族
の

こ
と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
１４
日
㈭
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

明
智
振
興
事
務
所

□
相
談
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
濃
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
中
津
川
・
恵
那
事
務

所
相
談
員

募
　
　
集

問

▲飯地小学校の丹羽雅彦校長（右）が可知
市長へ受賞を報告▲ボールを使って筋トレ

問

申
・
問

問申 ・

お
知
ら
せ

問申 ・

紹
　
　
介

  

ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）  

　
　
　

  

山
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

℡
５
６
ー
４
０
６
６

▲音楽に合わせて体を動かし脂肪
を燃焼

▲懐かしい道具を手に
取り昔を思い出す
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工
事
の
た
め
第
２
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

２
月
２８
日
㈭
ま
で
、
水
道
工
事

の
た
め
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
第
２

駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
を
利
用
す

る
方
は
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
の

開
館
日
に
は
第
１
、
第
３
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日

は
、
第
３
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志
２
５

―
１
１
５
５

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
の

イ
ベ
ン
ト

マ
マ
の
料
理
講
座

　

恵
那
さ
ら
さ
食
生
活
改
善
協
議

会
会
員
の
橋
詰
美
智
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
簡
単
で
栄
養
の
あ
る

弁
当
作
り
を
学
び
ま
す
。

□
と
き　

２
月
２１
日
㈭
午
前
１０
時

―
正
午

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

未
就
園
児（
２
―
３
歳
）

の
親
子

□
定
員　

１２
組
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
受
付
開
始
日　

１
月
２９
日
㈫

□
そ
の
他　

託
児
が
あ
り
ま
す

お
父
さ
ん
集
ま
れ

　

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
で
、
簡

単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

―
１１
時

□
と
こ
ろ　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
父
親

　
　
　
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志

２
５
―
１
１
５
５　

パ
パ
マ
マ
学
級
を
開
催

□
と
き　

２
月
２
日
㈯
午
前
９
時

半
（
午
前
９
時
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

平
成
２５
年
５
月
、
６
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

□
講
師　

小
栗
恵
子
さ
ん
（
元
長

島
保
育
園
長
）

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
４
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
料
の

一
部
を
補
助

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
で
子
育
て

ド
ロ
ッ
プ
ス
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
が
負
担

す
る
、
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

□
補
助
額　

利
用
料
の
半
額
程
度

□
対
象　

平
成
２４
年
１２
月
１
日
―

２
月
２８
日
㈭
ま
で
の
利
用
分

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
で
子
育

て
ド
ロ
ッ
プ
ス
志
２
２
―
９
７
１

０こ
ぎ
つ
ね
の
森
の
催
し

老
人
ホ
ー
ム
で
節
分
会 

□
と
き　

▽
節
分
会
＝
２
月
４
日

㈪
午
前
１０
時　

▽
事
前
の
工
作
＝ 

１
月
２１
日
㈪
、
２５
日
㈮
、
２８
日
㈪

の
開
所
時
間
内

□
と
こ
ろ　

こ
ぎ
つ
ね
の
森 

□
定
員　

２０
組 

□
料
金　

▽
会
員
＝
無
料　

▽
非

会
員
＝
１
０
０
円 

□
そ
の
他　

予
約
の
上
、
参
加
く

だ
さ
い

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ぎ
つ
ね

く
ん
わ
ー
る
ど
志
３
２
―
１
１
２

１
（
月
・
水
・
金
曜
日
午
前
１０
時

半
―
午
後
３
時
半
）

市
子
ど
も
教
室
が
大
臣

表
彰
を
受
賞

　

市
子
ど
も
教
室
が
、
平
成
２４
年

度
優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支

援
活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
子
ど
も
教
室
は
、
子
ど

も
の
預
か
り
場
所
と
し
て
で
は
な

く
、
保
護
者
と
地
域
の
方
々
が
連

携
し
て
運
営
。
運
営
者
が
、
年
間

計
画
を
作
成
し
て
「
体
験
」
と
「
交

流
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
、
子
ど
も
教

室
が
七
つ
あ
り
ま
す
。
小
学
生
が

対
象
で
、
放
課
後
と
休
日
に
、
ス

ポ
ー
ツ
や
集
団
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ

ト
、
調
理
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

やまびこ子育て支援センターこども元気プラザ志２５-１１５５

内容・対象 と　き

風船遊び（０歳～未就園児）  ６日㈬
好きな遊びを楽しもう（０歳～未就園児） ２０日㈬
タオル遊び（０歳～未就園児） ２７日㈬

岩村子育て支援センター岩村保育園内志４３-２２０９

内容・対象 と　き

絵本の読み聞かせ（０～２歳児）  ７日㈭
ふれ合い遊び（０～２歳児） １４日㈭
保育園の未満児と交流（０～２歳児） ２１日㈭
おやつ作り（乳幼児学級と合同）
（岩村コミセン）（０～２歳児）

２８日㈭
吉田子育て支援センター吉田保育園内志５４-４５４５

内容・対象 と　き

節分会（２歳児）  １日㈮
写真立て作り（０～２歳児）  ５日㈫
写真立て作り（弁当）（０～２歳児） １２日㈫
音楽遊び（明智保育園）（０～２歳児） １４日㈭
子育ての話（０～１歳児） １９日㈫
親子遊び（弁当）（０～１歳児） ２２日㈮
開放日（０～２歳児） ２６日㈫
人形劇（明智保育園）（０～２歳児） ２８日㈭

明智子育て支援センター明智保育園内志５４-２０３０

内容・対象 と　き

節分会（２歳児）  ４日㈪
開放日（０～１歳児）  ７日㈭
音楽遊び（０～２歳児） １４日㈭
開放日（２歳児） １８日㈪
開放日（弁当）（０～１歳児） ２１日㈭
開放日（弁当）（２歳児） ２５日㈪
人形劇（０～２歳児） ２８日㈭

上矢作子育て支援センター上矢作保育園内志４８-３１１１

内容・対象 と　き

ふれあい遊び（乳幼児学級と合同）
（０～２歳児）

 ５日㈫

ふれあい遊び（２歳児）  ８日㈮
ふれあい遊び（０～２歳児） １２日㈫
年中児と交流（２歳児） １９日㈫
ふれあい遊び（０～１歳児） ２２日㈮
ふれあい遊び・誕生会（０～２歳児） ２６日㈫

山岡子育て支援センター山岡保育園内志５６-２２５５

内容・対象 と　き

ふれあい遊び（１歳児）  ４日㈪
ふれあい遊び・ひな人形作り（２歳児）  ８日㈮
子育ての話（０～２歳児） １５日㈮
ひな人形作り（１歳児） １８日㈪
ふれあい遊び・簡単おもちゃ作り（０歳児） ２０日㈬
３歳児と遊ぶ（２歳児） ２２日㈮

武並子育て支援センターこども元気プラザ志２５-１１５５

内容・対象 と　き

おもちゃ作り（０歳～未就園児）  ５日㈫
親子で体操（０歳～未就園児） １２日㈫  

保育園児との交流（０歳～未就園児） １９日㈫
誕生会・開放日（０歳～未就園児） ２６日㈫

地域子育て支援センター２月の予定

種　別 と　き 時　間 対　象 備　考

開放日
毎週月曜日   午前９時～正午

  ０歳～未就園児
毎週土曜日   午前９時～午後６時

いろいろ広場 毎週火曜日   午前１０時半～１１時   ０歳～未就園児  

おはなし広場 毎週水曜日   午前１０時半～１１時   ０歳～未就園児  

にこにこ広場 毎週木、金曜日   午前１０時１５分～１１時   ０歳～未就園児 ２１日㈭を除く

おしゃべり会  ８日㈮   午前１０時１５分～１１時   ０歳～未就園児

ふれあい遊び ２８日㈭   午前１０時１５分～１１時   ０歳～未就園児
栢こども元気プラザ　午前９時～午後６時まで（月曜日は正午まで）。日・祝日は休館

こども元気プラザ「にこにこ広場」（ TEL ２５-１１５５ ）２月の予定

栢開催時間は、各支援センターに確認してください

通
信
販
売
で
は
販
売
条
件

や
規
約
を
確
認
し
よ
う

　

昨
年
の
年
始
は
、
ク
ー
ポ
ン
で

注
文
し
た
お
せ
ち
料
理
へ
の
苦
情

が
全
国
的
に
多
発
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
割
引
ク
ー

ポ
ン
を
購
入
し
、
そ
の
ク
ー
ポ
ン

で
お
せ
ち
料
理
を
注
文
。
配
達
遅

れ
や
、
見
本
の
写
真
と
は
異
な
る

質
の
悪
い
料
理
が
届
く
。
こ
の
よ

う
な
苦
情
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
通
信
販
売
で
は
発
生
し
や

す
い
も
の
で
す
。
注
文
す
る
際
に

は
、
販
売
条
件
な
ど
を
よ
く
確
認

し
、
納
得
し
た
上
で
手
続
き
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
通
信
販

売
で
は
、
ク
ー
ポ
ン
発
行
業
者
と

商
品
販
売
業
者
の
二
者
が
、
契
約

相
手
に
な
る
た
め
、
権
利
と
義
務

の
関
係
が
複
雑
で
す
。
代
金
は

ク
ー
ポ
ン
発
行
業
者
に
支
払
い
、

商
品
の
苦
情
は
販
売
業
者
に
伝
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

販
売
業
者
が
、
誠
実
に
苦
情
の

対
応
を
し
な
い
場
合
、
ク
ー
ポ
ン

発
行
業
者
に
対
応
を
し
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
は
、
取
り
引
き
の
実

態
で
異
な
り
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
発
行
業
者
の
規
約

で
、
ク
ー
ポ
ン
の
購
入
に
よ
り
商

品
購
入
権
の
債
権
譲
渡
が
行
わ
れ

る
場
合
、
商
品
の
売
買
で
問
題
が

起
き
た
と
き
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
発

行
業
者
に
責
任
を
問
う
余
地
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
ク
ー
ポ
ン
発
行
業
者
が

集
金
の
代
行
を
す
る
だ
け
の
場

合
、
商
品
の
売
買
で
問
題
が
起
き

て
も
消
費
者
と
販
売
業
者
で
解
決

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
を
購
入
し
商
品
を
注

文
す
る
場
合
、
販
売
業
者
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
表
示
さ
れ
た
販
売
条

件
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

ク
ー
ポ
ン
発
行
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
表
示
さ
れ
た
利
用
規
約
も

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
こ
と
は
、

問
題
が
起

き
た
と
き

の
返
品
条

件
が
ど
う

な
っ
て
い

る
か
で

す
。

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

問

問

申
・
問

申
・
問

問

▲田口恵美子社会教育指導員
（右）が可知市長へ受賞を報告



２ 月 分

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

ＢＣＧ予防接種
 ５日㈫ 市保健センター

午後２時１５分～２時半 平成２４年１０月生まれ
６カ月未満でまだ接種していない乳児１３日㈬ 岩村保健センター

三種混合予防接種

６日㈬、２７日㈬ 市保健センター 午後１時１５分～２時
１期初回＝生後３カ月～１２カ月の乳児
１期追加＝初回接種３回終了後、１２～
１８カ月の幼児

１８日㈪ 明智保健センター
午後１時半～２時

２１日㈭ かみやはぎ総合保
健福祉センター

不活化ポリオ
予防接種
※追加日程

２０日㈬ 市保健センター 午後１時１５分～２時
生ポリオワクチンを２回接種していな
い生後３カ月～７歳６カ月未満の乳幼
児と児童

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

母子健康手帳の交付
毎週水曜日 市保健センター 午前９時、９時半、

１０時、１０時半
妊娠届出書か妊娠証明書を
持参

随時 南部地域各保健センター 事前に連絡ください

たまご学級第１課  ８日㈮ 市保健センター
午後１時 平成２５年７・８月出産予定

たまご学級第２課 ２８日㈭ 中コミセン

３カ月児健診
 ５日㈫ 市保健センター 午後０時３０分～０時４５分

平成２４年１０月生まれ
１３日㈬ 岩村保健センター 午後１時１５分～１時半

７カ月児教室
 １日㈮ 明智保健センター

午前９時～９時１５分 平成２４年６月生まれ
２１日㈭ 市保健センター

１歳児教室
１２日㈫ 市保健センター 午前９時～９時１５分

平成２４年１月生まれ
２２日㈮ 岩村保健センター 午前９時１５分～９時半

１歳６カ月児健診 １９日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成２３年７月生まれ

２歳児教室
１３日㈬ 市保健センター 午前８時５０分～９時１０分 平成２３年１月生まれ

２７日㈬ 岩村保健センター 午前９時～９時２０分 平成２２年１２月・２３年１月生
まれ

３歳児健診
 ４日㈪ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分 平成２１年１２月・２２年１月生

まれ

２６日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成２２年１月生まれ

乳幼児なんでも相談

 ８日㈮ 明智保健センター

午前９時～１１時 乳幼児
 ８日㈮ かみやはぎ総合保健福祉

センター

１９日㈫ 市保健センター

２６日㈫ 岩村保健センター

歯みがき教室

１日㈮、４日㈪
７日㈭ 市保健センター 午前９時～１１時、

午後１時～３時

１歳６カ月・３歳児健診を
受けた幼児

１５日㈮ 明智保健センター

５日㈫、６日㈬ 市保健センター

午前９時～１１時１４日㈭ かみやはぎ総合保健福祉
センター

２０日㈬ 岩村保健センター

毎月第３日曜日は「市読書の日」
家族みんなで本を楽しもう

2013.1.1515 広報えな 14

献血  ７日㈭ 午前１０時半～午後４時　　　 場所：市保健センター
２８日㈭ 午前１０時～午後４時　　　　 場所：コープぎふ恵那店

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

予防接種乳幼児健診・教室

大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町にお住まいの方は市保健センターへ、
岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町にお住まいの方は南部地域の保健センターなどへ参加してください

　恵那保健所では、うつ病や双極性障害（躁
そう

うつ病）

への理解を深め、家族の対応を学ぶ教室を開催しま

す。大湫病院副院長の曽根靖
やす

貴
たか

氏を講師に迎え「う

つ病と双極性障害（躁うつ病）の理解と家族の対応」

と題した講演と座談会を行います。

□とき　２月１５日㈮午後２時～４時　

□ところ　恵那総合庁舎南棟

□対象　市内か中津川市在住でうつ病か双極性障害

（躁うつ病）と診断され治療中の方を支える家族　

□定員　１５人

□料金　無料

□締め切り　２月１３日㈬　

　　　　恵那保健所健康増進課志２６-１１１１（内線２５９）

　　健康推進課志２６-２１１１（内線２２１）

うつ病・双極性障害（躁うつ病）家族教室を開催
●２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０１１１２１３１４１５１６
１７１８１９２０２１２２２３
２４２５２６２７２８

※１２日㈫、１３日㈬は祝日
振り替え、２８日㈭は図書
整理のため休館

司
書
の
お
す
す
め
本
コ
ー

ナ
ー
を
設
置

　

市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

で
は
、市
民
三
学
運
動
の
一
つ「
読

書
の
す
す
め
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
の
「
市
読

書
の
日
」
に
合
わ
せ
「
司
書
の
お

す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
、
第
３

日
曜
日
か
ら
１
週
間
、
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

t

tp
://lib

rary
.city

.en
a.lg

.jp
/

）

で

も
、
よ
り
す
ぐ
り
の
司
書
の
お
薦

め
本
を
３
冊
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
あ
ま
り
見
な
い
分
野
の

本
も
、
読
ん
で
み
る
と
新
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

本
を
借
り
る
に
は
「
ほ
ん

の
カ
ー
ド
」
が
必
要

　

図
書
館
で
本
を
借
り
る
に
は
、

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
「
ほ
ん
の

カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
無
料
で
発
行
し
ま

す
。
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
、
現
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
を
添
え
て
、
市
中
央
図
書
館

の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
住
所
の
確

認
は
、
３
年
ご
と
に
行
い
ま
す
。

□
貸
出
期
限　

２
週
間

□
貸
出
冊
数　

制
限
な
し

□
貸
出
料
金　

無
料

新しく入った本ピックアップ
（１１月１２日～１２月１５日受け入れ新刊約１,３００冊）

●一般書

５秒でどんな書類も出てくる「机」術（壷阪龍哉
／著）
本屋さんで本当にあった心温まる物語（川上徹
也／著）
メキメキ上がる脳トレ「百人一首」記憶力（増田
忠士／著）
ハーバード流自分の潜在能力を発揮させる技術
（マリオ・アロンソ・ブッチ／著）
のぼうの姫（三池純正／著）
３日もあれば海外旅行（吉田友和／著）
日経大予測２０１３年の日本はどうなるか（日本経
済新聞社／編）
めんどくさがりでもうまくいく時間術（ビジネ
ススキル・トレーナーズ／著）
妻力貯金（横山光昭／著）
リアル３０’ｓ（毎日新聞「リアル３０’ｓ」取材班／著）
空飛ぶ納豆菌（岩坂泰信／著）
おやじダイエット部の奇跡のレシピ（江部康二
／監修）
金メダリストが考えた世界一の腰痛メソッド（清
水宏保／著）
深堀真由美の美ＢＯＤＹになる！はじめてのヨガ
（深堀真由美／著）
世界一美しい団地図鑑（志岐祐一／編・著・写真）

●児童書

かんぱーい（山岡ひかる／作）
ペネロペおねえさんになる（アン・グットマン／文）
こおりのなみだ（ジャッキー・モリス／作）
ふしぎなカメラ（辻村ノリアキ／作）
おとうさんはうんてんし（平田昌広／作）
おたんじょうび、おことわり？（ボニー・ベッカー／文）
おやすみなさいのおともだち（ケイト・バンクス／作）
日本の神さま絵図鑑（松尾恒一／監修）
革命児たちの仰天！？情熱人生（アンヌ・ブラン
シャール／著）
さかなクンの水族館ガイド（さかなクン／著）
おかしもつくっていい？（碧海酉癸／文）
木でつくろう手でつくろう（遠藤敏明／著）
ムジナ探偵局学校の七不思議（富安陽子／作）
みんなみんなおばけになっちゃうぞ～（むらいかよ
／著）

３日＝上近藤診療所（中野方町）志２３-２２３１　１０日＝大湫恵那診療所（大井町）

志２６-３５３１　１１日＝飯地診療所（飯地町）志２２-３０２７　１７日＝さつき内科外科ク

リニック（大井町）志２０-３３５０　２４日＝蜂谷医院（大井町）志２６-２３４６　

　　恵那消防署志２５-３７９９／聴覚障がい者用のファクシミリ思２５-２０７７

※南部５地域の当番医については、恵那消防署へお問い合わせください

休日在宅当番医

１０日＝恵那歯科医院（長島町）

志２６-３３３６

１１日＝花の木歯科クリニック（長

島町）志２５-１７００

休日在宅歯科当番医

問

　　市保健センター志２６-２１１１（内線２２１）、岩村保健センター志４３-３８８５、山岡振興事務所志５６-２１１１、明智保

健センター志５４-３１４３、かみやはぎ総合保健福祉センター志４８-３１８５

問

申・問

問

▲司書のおすすめ本コーナー



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

消
防
庁
長
官
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
第
１
号
報
償　

伊
藤
春
正
、
山
内
昭
吾
、
伊
藤
雅

典
（
本
部
）
丸
山
頼
彦
（
長
島
）

松
井
直
英
（
串
原
）

□
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償　

矢
野
克
也
、
松
川
浩
司
、
小
木
曽

弘
明
（
本
部
）
西
尾
元
男
、
山
本

浩
二
（
長
島
）
市
川
晴
久
、
足
立

元
紀
（
東
野
）
渡
邉
繁
、
西
尾
実

（
三
郷
）
市
川
高
世
、
山
本
芳
久
、

伊
藤
三
喜
、
山
本
和
博
（
武
並
）

山
本
忠
秋
、
遠
藤
男
利
、
石
原
聖

久
、
市
川
哲
哉
、
吉
田
亨
（
笠
置
）

和
田
友
和
（
中
野
方
）
三
輪
武
文
、

小
川
道
義
、
吉
村
政
則
、
和
田
茂
、

服
部
孝
典
、
千
垣
内
和
彦
、
渡
辺

智
幸
、
田
代
寛
文
（
岩
村
）
佐
々

木
和
得
、
稲
垣
真
樹
、
中
嶋
務
、

西
尾
文
宏
（
山
岡
）
工
藤
賢
二
、

後
藤
紀
章
（
明
智
）
堀
井
憲
幸
（
串

原
）
川
上
泰
尚
、
西
久
保
秀
樹
、

安
藤
和
也
、
前
田
孝
幸
、
竹
川
浩

治
（
上
矢
作
）

県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償　

奥
村
彰

英
（
大
井
）
市
川
恵
介
（
長
島
）

度
会
清
、
石
川
成
年
（
三
郷
）
伊

佐
地
健
司
、
伊
藤
淳
悟
、
松
村
貴

文
（
武
並
）
山
口
芳
文
（
笠
置
）

鷲
見
智
広
、
伊
藤
政
志
、
鈴
村
佳

正
、
各
務
弘
恭
、
柘
植
茂
夫
（
中

野
方
）
鈴
木
恵
介
（
岩
村
）
倉
坪

勝
幸
、
織
田
公
利
、
勝
啓
一
郎
、

大
作
拓
也
、
鈴
木
一
（
山
岡
）
園

原
正
明
、
梅
田
幸
志
、
佐
野
昌
平

（
明
智
）
大
島
成
通
（
串
原
）
片

桐
慎
一
（
上
矢
作
）

□
永
年
勤
続
功
労
章　

稲
垣
利

彦
、
山
田
慎
一
、
西
尾
明
弥
（
本

部
）
平
林
和
夫
（
串
原
）

□
勤
続
功
労
章　

曽
我
和
貴
、
山

田
勉
（
本
部
）
纐
纈
好
朗
（
長
島
）

伊
藤
裕
章
（
東
野
）
小
林
浩
樹
、

土
屋
敏
昭
（
三
郷
）
山
本
章
生
（
武

並
）
樋
田
正
志
（
笠
置
）
保
母
龍

一
（
飯
地
）
松
下
雅
昭
（
明
智
）

後
藤
克
美
（
音
楽
隊
）

□
功
労
章　

可
知
信
幸
、
砂
場
嘉

仁
、
古
屋
広
実
（
大
井
）
纐
纈
好

朗
（
長
島
）
伊
藤
裕
章
（
東
野
）

小
林
浩
樹
（
三
郷
）
山
本
章
生
、

丹
羽
善
博
（
武
並
）
樋
田
正
志
（
笠

置
）
池
戸
昭
夫
（
中
野
方
）
柘
植

正
昭
、
纐
纈
幸
良
（
飯
地
）
伊
藤

敦
司
、安
藤
昌
彦
、鈴
木
康
幸
（
岩

村
）
近
藤
晃
幹
（
山
岡
）
松
下
雅

昭
（
明
智
）
大
島
光
洋
（
串
原
）

大
島
啓
貴
（
上
矢
作
）
後
藤
克
美

（
音
楽
隊
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞　

福
澤

浩
司
・
理
沙
、大
村
秀
樹
・
由
江（
大

井
）荻
山
啓
明
・
友
香
、足
立
浩
一
・

さ
や
か
、山
内
晶
二
・
美
有
紀
（
武

並
）鈴
木
康
幸
・
和
世
、三
浦
邦
敏
・

淳
子
、
今
井
忠
和
・
智
子
、
河
合

祐
一
・
麻
衣
、
市
川
智
康
・
麻
世

（
岩
村
）

□
感
謝
状　

恵
南
森
林
組
合
、
東

山
フ
イ
ル
ム
㈱

東
濃
振
興
局
長
表
彰

□
東
濃
振
興
局
長
表
彰　

林
勇
、

三
宅
英
機
、
鈴
木
邦
幸
、
堀
田
稔

勝
、
荒
川
利
道
、
鈴
木
悟
（
大
井
）

大
木
靖
央
、
大
宮
貴
之
（
長
島
）

伊
藤
誠
、
水
野
智
文
（
東
野
）
渡

辺
和
也
、
度
會
清
純
、
渡
邉
貴
夫
、

丸
山
浩
司
（
三
郷
）
市
川
義
仁
、

安
田
真
司
、
遠
山
健
造
、
渡
辺
智

　

１
月
６
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２５
年
市
消

防
出
初
式
の
式
典
で
、
地
域
の
防
災
に
活
躍
し
た
消
防
功
労
者
と
し

て
、
３
９
７
人
１０
家
族
１６
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。（
分
団
別
・
敬
称
略
）

　
　

消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
０
）

消
防
出
初
式
で
功
労
者
を
表
彰

４
２
３
の
個
人
と
団
体

仁
（
武
並
）
鈴
村
直
哉
（
笠
置
）

柘
植
清
仁
（
中
野
方
）
佐
藤
昌
宏
、

柘
植
昭
宏
（
飯
地
）
小
木
曽
了
介

（
岩
村
）
佐
々
木
雅
浩
、
後
藤
貴

之
（
山
岡
）
酒
井
基
之
、伊
藤
修
、

山
田
昭
文
、
阿
部
克
則
、
鈴
木
則

彦
（
明
智
）
堀
秀
樹
、後
藤
優
（
串

原
）
小
木
曽
直
樹
、今
井
孝
幸
（
上

矢
作
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
精
績
章　

肥
田
敏
雄
、
小
林
修

一
（
本
部
）
松
川
浩
司
（
元
本
部
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章　

中
村
政
則
、
熊
澤
裕
、

西
尾
公
且
（
大
井
）
柘
植
洋
平
、

小
林
雅
生
、
小
林
史
人
（
長
島
）

五
月
女
和
広
、
伊
藤
滋
啓
、
梶
田

博
己
（
東
野
）
堀
川
和
宏
、
工
藤

宏
樹
、
熊
崎
由
貴
、
渡
辺
満
浩
、

町
野
義
也
（
三
郷
）
山
内
晶
二
、

水
谷
和
也
、
足
立
浩
一
、
水
谷
朝

也
、林
尚
人
（
武
並
）
林
幸
太
郎
、

藤
井
紀
弘
、
林
裕
一
（
笠
置
）
鈴

村
和
久
、
井
戸
裕
智
、
鷲
見
一
秀
、

山
口
秀
明
、
松
岡
常
光
、
各
務
和

雄
、
各
務
義
臣
（
中
野
方
）
纐
纈

紀
博
、
各
務
幸
治
（
飯
地
）
西
久

保
秀
樹
、
安
江
亨
浩
（
岩
村
）
伊

藤
剛
生
、
西
尾
英
明
、
後
藤
貴
之
、

吉
村
将
明
、
三
家
悟
郎
、
原
基
博
、

滝
沢
真
二
、
丸
山
福
美
、
樋
田
真

也
、
勝
川
浩
吉
、
小
木
曽
史
英
、

西
尾
健
文
（
山
岡
）
堀
幸
司
（
明

智
）
永
井
克
明
、
片
桐
啓
、
小
木

曽
崇
、
藤
原
正
規
（
上
矢
作
）
町

野
正
子
、
阿
知
波
志
保
子
、
安
藤

佳
子
、
曽
我
真
奈
美
、
三
宅
清
美

（
女
性
消
防
隊
）

□
二
十
年
勤
労
章　

山
田
慎
一

（
本
部
）
遠
山
靖
幸
（
岩
村
）
西

尾
元
宏
（
山
岡
）
酒
井
基
之
（
明

智
）成
瀬
和
史
、安
藤
茂
廣（
串
原
）

原
高
広
、
安
藤
宏
通
、
安
藤
泰
寛

（
上
矢
作
）
伊
藤
広
明
（
音
楽
隊
）

□
十
五
年
勤
労
章　

曽
我
和
貴
、

山
田
勉
（
本
部
）
鈴
木
邦
幸
、
堀

田
稔
勝
、
荒
川
利
道
、
林
幸
徳
、

西
尾
公
且
、
可
知
伸
康
（
大
井
）

井
手
成
之
、
大
木
靖
央
、
磯
村
徹

郎
（
長
島
）
伊
藤
裕
章
、
伊
藤
誠
、

小
坂
文
人
（
東
野
）
小
林
浩
樹
、

渡
邉
勝
久
、
安
藤
潤
也
、
丸
山
芳

久
、石
田
英
正
（
三
郷
）
保
母
龍
一
、

保
母
伸
治
、
佐
藤
一
孝
、
佐
藤
文

彦
（
飯
地
）
宮
地
正
敬
、
加
藤
光

明
、
近
藤
明
浩
、
河
田
文
仁
、
成

瀬
直
樹
、
川
辺
宏
志
、
安
藤
健
（
岩

村
）
水
野
廣
善
、西
尾
綱
由
（
山
岡
）

鈴
木
則
彦
、
山
田
昭
文
、
保
母
明

弘
、
松
原
英
伸
、
堀
敦
、
伊
藤
龍
太
、

上
田
仁
司
、
伊
藤
勝
巳
、
平
井
誠

治
、小
松
正
義
、国
本
孝
幸
（
明
智
）

堀
秀
樹
、
安
藤
誉
文
、
大
島
邦
徳
、

成
瀬
大
介
、
堀
雄
二
（
串
原
）
夏

目
高
広
、
松
下
竜
也
、
高
井
良
三

（
上
矢
作
）
安
藤
教
富
（
音
楽
隊
）

第
２９
回
日
本
大
正
村
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー

□
と
き　

３
月
１７
日
㈰
午
前
８
時

半
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
南
高
等
学
校

●
１０
マ
イ
ル
（
１６
㌔
）

①
高
校
・
一
般
男
子
②
４０
歳
代
男

子
③
５０
歳
以
上
男
子
④
高
校
・
一

般
女
子
⑤
４０
歳
以
上
女
子

●
６
マ
イ
ル
（
９
・
６
㌔
）

⑥
高
校
・
一
般
男
子
⑦
４０
歳
代
男

子
⑧
５０
―
６４
歳
男
子
⑨
６５
歳
以
上

男
子
⑩
高
校
・
一
般
女
子
⑪
４０
―

６４
歳
女
子
⑫
６５
歳
以
上
女
子

●
２
マ
イ
ル
（
３
・
２
㌔
）

⑬
小
学
生
男
子
⑭
中
学
生
男
子
⑮

高
校
・
一
般
男
子
⑯
４０
―
６４
歳
男

子
⑰
６５
歳
以
上
男
子
⑱
小
学
生
女

子
⑲
中
学
生
女
子
⑳
高
校
・
一
般

女
子
㉑
４０
―
６４
歳
女
子
㉒
６５
歳
以

上
女
子
㉓
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

□
定
員　

２
０
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

▽
大
人
＝
３
０
０
０
円

▽
大
学
生
＝
１
５
０
０
円　

▽
高

校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円　

▽

ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
２
５
０
０
円

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
１

組
当
た
り
）

□
マ
ッ
サ
ー
ジ　

専
門
家
に
よ
る

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

□
賞
品　

▽
仮
装
賞
＝
本
大
会
で

恒
例
と
な
っ
た
仮
装
賞
。
受
賞
者

に
は
、
す
て
き
な
景
品
が
あ
り
ま

す
。　

▽
完
走
賞
＝
マ
グ
カ
ッ
プ

▽
参
加
賞
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
タ
オ
ル
他

□
申
し
込
み
方
法　

明
智
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む
か
、

ラ
ン
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://ru
n
n
et.jp

/

）
か
ら
申
し

込
む

□
締
め
切
り　

２
月
１
日
㈮

　
　
　
　

日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会
（
明
智
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
志
５
４

―
２
５
２
２
（
月
曜
日
休
館
）

第
１２
回
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン

□
と
き
　
４
月
２１
日
㈰
午
前
８
時

受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２１
・
０
９
７

５
㌔
【
公
認
コ
ー
ス
】

①
男
子
陸
連
登
記
登
録
者
②
３０
歳

未
満
男
子
③
３０
歳
以
上
男
子
④
４０

歳
以
上
男
子
⑤
５０
歳
以
上
男
子
⑥

６０
歳
以
上
男
子
⑦
女
子
陸
連
登
記

登
録
者
⑧
３０
歳
未
満
女
子
⑨
３０
歳

以
上
女
子
⑩
４０
歳
以
上
女
子
⑪
５０

歳
以
上
女
子
⑫
６０
歳
以
上
女
子

※
中
学
生
以
下
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●
３
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

⑬
一
般
男
子
⑭
一
般
女
子
⑮
中
学

生
男
子
⑯
中
学
生
女
子
⑰
小
学
生

男
子
（
３
年
生
以
上
）
⑱
小
学
生

女
子
（
３
年
生
以
上
）

●
３
㌔
ジ
ョ
ギ
ン
グ　

⑲
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
１
組
５
人

ま
で
）
⑳
フ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

□
料
金
　
▽
大
人
＝
３
０
０
０
円　

▽
大
学
生
、
高
校
生
＝
２
０
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
＝
１
０
０
０
円　

▽

親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
２
０
０
０
円
／

組
　
▽
フ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
１
０

０
０
円
／
人

□
申
し
込
み
方
法　

ま
き
が
ね
公

園
体
育
館
へ
申
し
込
む
か
、
ラ
ン

ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//ru
n
n
et.jp

/

）
か
ら
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

▽
ま
き
が
ね
公
園

体
育
館
＝
３
月
８
日
㈮
　
▽
ラ
ン

ネ
ッ
ト
＝
３
月
１７
日
㈰

※
９
・
５
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、

参
加
者
の
安
全
を
考
え
、
今
大
会

か
ら
廃
止
し
ま
し
た

　
　
　
　

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
（
ま
き
が
ね
公
園

体
育
館
内
）
志
２
５
―
６
４
７
８

（
月
曜
日
休
館
）

市内２大マラソンの参加者
募集

　大正ロマンあふれる町並や、春を迎えた恵那山を望む丘

陵を楽しみながら駆け抜けませんか。

　また多くの市民で大会を盛り上げようと、ボランティア

も募集中です。多数の応募をお待ちしています。

▲勢いよくスタートするハーフマラソン参加者

▲専門家による無料のマッサージ

申
・
問

申
・
問

▲ハナッキー＆サリーナ

問
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次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登

記
完
了
面
積
は
１
５
９･

９１
平
方

㌔
と
な
り
、
完
了
率
は
３５･

３
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

【
山
岡
町
原
４
地
区
】

□
調
査
範
囲　

山
岡
町
原
字
立

野
、
大
牧
、
小
万
場
、
札
ノ
辻
、

切
山

□
調
査
面
積　

１･

３２
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数　

９
９
９
筆

□
登
記
完
了
日　

１１
月
２０
日

【
上
矢
作
町
横
道
地
区
】

□
調
査
範
囲　

上
矢
作
町
字
（
大

倉
、
仏
供
田
、
下
垣
外
、
田
子
沢
、

中
越
、
高
井
戸
、
東
畑
、
川
原
島
、

大
門
、
竹
ノ
上
、
紙
屋
、
辻
見
堂
、

古
瀬
、
西
ノ
沢
、
平
井
）
の
一
部

□
調
査
面
積　

０･

３８
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数　

９
６
７
筆

□
登
記
完
了
日　

１１
月
２９
日

【
串
原
中
沢
１
地
区
】

□
調
査
範
囲　

串
原
字
下
沢
、
中

沢□
調
査
面
積　

１･

１２
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数　

５
７
４
筆

□
登
記
完
了
日　

１２
月
４
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

　

最
低
賃
金
が
次
の
よ
う
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

□
改
定
し
た
内
容　

▽
県
最
低
賃

金
＝
７
１
３
円
／
時　

▽
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
＝
７
８
５
円
／
時　

▽

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
＝

８
２
３
円
／
時　

▽
航
空
機
・
同

附
属
品
製
造
業
＝
８
７
３
円
／
時

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
県
最
低
賃

金
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

　
　

岐
阜
労
働
局
賃
金
室
志
０
５

８
―
２
４
５
―
８
１
０
４

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

本
紙
１
月
１
日
号
１８
㌻
に
記
載

し
た
「
上
下
水
道
事
業
の
財
政
状

況
を
公
表
」
の
記
事
中
の
下
段
の

表
が
上
水
道
事
業
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
下
水
道
事
業

の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

まちづくり市民活動推進助成事業に応募しませんか

　市では、市民のまちづくり活

動を支援するため、市が経費の

全額または一部を助成します。

　活動計画の立て方や書類の記

入の仕方など、まちづくり市民

協会で、事前に相談できます。

皆さん、ぜひ応募してください。

□助成内容　 ▽ ファーストス

テップ部門＝新たな活動に挑戦

する事業に１年間だけ、まちづ

くり活動費助成対象額の全額

（上限５万円）を助成　 ▽ まち

づくり活動部門＝まちづくり活

動費助成対象額の３分の２（上

限５０万円）を助成　 ▽ 市民提

案型協働部門＝市と一緒に行う

ことで、より効果が見込まれる

事業。事業費の全額を助成（上

限３０万円）

□応募期間　２月１日㈮～３月

２９日㈮
□対象　 ▽市内活動団体である

こと（代表者が市内に在住か在

勤、在学している者で構成員全

員に活動の意思がある団体）　

▽まちづくり活動に情熱がある

こと　 ▽事業計画が具体的であ

ること　 ▽５人以上の団体であ

ること　 ▽未成年者のみの団体

は、成人の責任者が必要　 ▽ま

ちづくり活動部門は、３分の１

の自己資金を確保できること

□注意事項　同一事業の応募は

３年まで。応募は全部門を通じ

て１団体で１件のみになりま

す。審査員など審査に関わる方

が所属する団体は、応募の対象

外です。

　企画内容が政治や宗教、営利

を目的とする活動は対象外とし

ます。また反社会的団体や、こ

れらの構成員などの統制の下に

ある団体も応募できません。

　市や他の団体から補助金など

を重複して受けることはできま

せん。

【事前相談を開催】

　申請内容の相談や、応募用紙

の記入などを手伝います。まず

は事前相談にお越しください。

▽ファーストステップ部門・ま

ちづくり活動部門＝３月１５日㈮

までの期間　 ▽市民提案型協働

事業部門＝通年

□ところ　まちづくり市民協会

（中コミセン内）

【活動報告会を開催】

　本年度の「市まちづくり市民

活動推進助成事業」の活動報告

会を、下記のとおり開催します。

今後、助成を受けたい方、まち

づくりに興味をお持ちの方な

ど、どなたでも参加できます。

直接、会場にお越しください。

□とき　３月１７日㈰午後 1時

□ところ　市消防防災センター

【共通】

　　　　まちづくり市民協会志

２０-０６５７、まちづくり推進課

（内線６３６）

▲活動団体が学習会を開催

申・問

各
種
行
政
委
員
な
ど
が
決
定

　

平
成
２４
年
第
４
回
市
議
会
定
例

会
本
会
議
で
、
新
た
に
市
議
会
議

長
や
各
委
員
が
決
定
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　住民自治組織や市民活動団体な

どが創意と工夫にあふれた自主

的、主体的に取り組むまちづくり

活動のための拠点の施設整備に助

成する「地域の元気発信事業」を

募集します。

□対象　次の条件を満たす団体

①市内を拠点に活動している団体

で、構成員５人以上、継続的な活

動が期待できる団体　②宗教や政

治に関する活動、公序良俗に反す

る活動を行わない団体

□対象の事業　

①地域の活性化、交流促進拠点な

どの施設整備　②コミュニティー

活動・ＮＰＯ活動の拠点などの施

設整備　③歴史・文化の伝承・自

然・景観の保全事業

□対象の経費　拠点施設の新設や

改修、保全に係るハード事業で主

に工事費や整備に係る委託費、原

材料購入費、輸送運搬費、施設整

備に係る使用料・手数料

※土地などの不動産や地上権など

の取得経費は、対象経費から除く。

対象施設などは、申請者が所有す

るものか所有者と貸借契約を締結

し、改修することについての同意

を有するもの

□助成金の額など　 ▽助成率＝助

成対象経費の５分の４以内　 ▽助

成額＝１００万円～１,０００万円

□助成の条件　 ▽ 施設整備後は、

目的を変えずに５年以上使用する

こと　 ▽対象施設では、宗教活動

や政治活動を行わないこと　 ▽国

や県など他から同時に補助を受け

ていないこと

□募集と選定方法　まちづくり推

進課と各振興事務所、市ウェブサ

イ ト（http://www.city.ena.lg.jp/）

に備え付けの申請用紙で応募す

る。選定（交付額）は、審査委員

会による書類審査と公開審査で決

定します。

□締め切り　３月２９日㈮
　　　　まちづくり推進課（内線

６３６）

まちづくりの拠点施設の整備に助成

申・問

・ ・

一
部
の
業
種
な
ど
で
最
低

賃
金
が
改
定

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

柘植羌
あきお

（中野方町）

市
議
会
議
長

畑村眞
しん

吾
ご

（上矢作町）

市
議
会
副
議
長

議
会
事
務
局
（
内
線
４
０
３
）

市岡孝
たか

之
ゆき

（長島町）

監
査
委
員

荒田雅
まさ

晴
はる

（上矢作町）
堀歳

とし

昭
あき

（明智町）

公
平
委
員
会
委
員

荻山信
のぶ

幸
ゆき

（武並町）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

総
務
課
（
内
線
３
２
６
）

大畑雅
まさ

幸
ゆき

（中津川市）

教
育
委
員
会
委
員

　
　

教
育
委
員
会
総
務
課
志
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
３
１
１
） 鎌田基

き

予
よ

子
こ

（長島町）

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
２
０
）

問 問 問

原昶
ひさし

（大井町）
梅村武

たけ

司
し

（明智町）
川上好

よし

美
み

（上矢作町）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

中崎喜
き

美
み

子
こ

（武並町）

　
　

公
平
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
２
０
）

案
内

　
　

監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
３

２
０
）

問 問

問 問 問

問
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と　き
ところ
　

１３日㈬・２７日㈬午後６時～９時
まちづくり推進課内（中コミセン２階）
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線６３８）

　

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た

め
の
診
断
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

予
約
が
必
要
な
の
で
、詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
３１
日
㈭
午
前
１０
時

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

１８
歳
以
上
で
知
的
障
が

い
が
あ
る
方

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

□
締
め
切
り　

１
月
２５
日
㈮㈮

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
４
）

□
と
き　

２
月
１
日
㈮
午
後
６
時

―
８
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン
２
階
相

談
室

□
内
容　

贈
与
・
相
続
・
遺
言
、

会
社
設
立
、
離
婚
・
財
産
分
与
、

成
年
後
見
、
債
務
整
理
そ
の
他
登

記
・
法
律
に
関
す
る
相
談
一
般

□
料
金　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約（
予
約
な
し
で
も
可
）

　
　
　
　

松
田
晴
美
司
法
書
士
事

務
所
志
２
６
―
４
５
１
４
、
総
務

課
（
内
線
３
０
７
）

□
投
票
の
時
間　

午
前
７
時
―
午

後
８
時
（
笠
置
・
中
野
方
・
飯
地
・

鶴
岡
財
産
区
は
、午
後
７
時
ま
で
）

□
投
票
所　

▽
中
野
財
産
区
＝
長

島
小
学
校
屋
内
運
動
場　

▽
久
須

見
財
産
区
＝
千
田
公
民
館　

▽
正

家
財
産
区
＝
中
コ
ミ
セ
ン　

▽
永

田
財
産
区
＝
ア
グ
リ
ー
パ
ー
ク
恵

那　

▽
竹
折
財
産
区
＝
武
並
コ
ミ

セ
ン
、
藤
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

▽
笠
置
財
産
区
＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン

▽
中
野
方
財
産
区
＝
中
野
方
コ
ミ

セ
ン　

▽
飯
地
財
産
区
＝
飯
地
コ

ミ
セ
ン　

▽
鶴
岡
財
産
区
＝
花
の

木
会
館
・
山
岡
陶
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

田
代
農
事
集
会
所
（
投
票
所
は
入

場
券
を
確
認
の
上
、
指
定
の
投
票

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

□
開
票　

▽
と
き
＝
２
月
３
日
㈰

午
後
９
時　

▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所

会
議
棟
中
会
議
室

※
期
日
前
投
票
も
行
え
ま
す
。
詳

細
は
、
入
場
券
を
確
認
く
だ
さ
い

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
内
線
５
５
０
）

　

地
震
体
験
車
に
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
の

再
現
地
震
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
規
模
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０
、
最
大
震

度
７
で
し
た
。

　

世
界
で
４
番
目
の
規
模
で
、
日

本
観
測
史
上
最
大
の
地
震
を
、
現

実
的
な
画
像
と
共
に
体
験
し
、
地

震
の
恐
さ
や
防
災
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

　
　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
７
）

　

家
族
や
恋
人
、
友
人
な
ど
大
切

な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
方
が
、

２月の相談

と　き
ところ
　

９日㈯午後１時～３時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２６日㈫午後１時～３時
岩村コミセン第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２７日㈬午後１時～３時
山岡農村環境改善センター会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５５）

と　き
ところ
　

１３日㈬午後２時～４時
明智コミセン２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１２５）

と　き
ところ

１３日㈬午後１時～３時
串原コミセン和室
串原振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２２）

と　き
ところ
　

１４日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

●法律相談（要予約）●人権相談

●行政相談

●結婚相談（要予約）

●こころの健康相談（要予約）

●消費者生活相談

●家庭・地域・職場なんでも相談（要予約）

●福祉総合相談

と　き
ところ
　

１日㈮・１５日㈮午後１時～４時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　　

８日㈮午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２２日㈮午後１時～４時
山岡振興事務所相談室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５５）

と　き
ところ
　

毎週火 ･金曜日午前９時半～午後３時半
市役所社会福祉課内こころの相談窓口
社会福祉課志２６-２１１１（内線１３２）

と　き
ところ
　

毎週㈪㈫㈭㈮午前８時半～午後５時
市役所商工観光課内
市役所商工観光課消費者相談窓口志２６-２１３１

と　き
ところ
　

１４日㈭・２８日㈭午前９時半～午後４時
中コミセン相談室
保険年金課志２６-２１１１（内線１４８）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
市役所１階地域包括支援センター内
地域包括支援センター志２６-２１１１（内線１２７）

と　き
ところ
　

１６日㈯午後２時～４時
岩村コミセン第一研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８２）と　き

ところ
　

１日㈮午前９時～１１時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２０日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２８日㈭午後１時～３時
山岡農村環境改善センター会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５５）

と　き
ところ
　

１３日㈬午後２時～４時
明智コミセン会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１２５）

と　き
ところ
　

１４日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
●ねんきん総合相談（要予約）

問

問

問

問

問

問

問

問

大
切
な
人
へ
の
悲
し
み
や
深
い
思

い
を
安
心
し
て
語
り
合
え
る
「
分

か
ち
合
い
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き　

２
月
１０
日
㈰
午
後
１
時

半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

多
治
見
市
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
１

□
対
象　

家
族
や
恋
人
、
友
人
な
ど

大
切
な
人
を
自
死
で
な
く
し
た
方

□
料
金　

無
料

　
　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
５
２
）

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談

　

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で

は
、
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き　

２
月
１９
日
㈫
午
後
１
時

―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン
２
階
相

談
室

□
内
容　

不
動
産
な
ど
に
関
す
る

諸
問
題

□
料
金　

無
料
（
要
予
約
）

　
　
　
　

県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
東
濃
支
部
志
０
５
７
２
―
５
５

―
７
２
１
８

不
動
産
の
無
料
相
談
会

療
育
手
帳
の
た
め
の
診
断

と
相
談

第
２
回
東
濃
地
区
自
死
遺

族
の
集
い

　平成２５年度の固定資産税につ

いて、災害など特別な事情がある

場合は、固定資産税を減免するこ

とができます。

□対象
○災害などで、一定の損害を受け

た固定資産（被害の程度によりま

す）

○生活保護を受けている方が所有

する固定資産

○公民館や集会所など公益のため

に直接使う固定資産（有料で使用

するものを除く）

○自己の居住用の固定資産を所有

した障がい者世帯や未成年者世

帯、寡婦世帯、寡夫世帯、６５歳

以上の方で構成している世帯で、

１月１日現在、次の四つの条件に

全て当てはまる方

（条件）
①減免を受けようとする本人名義

の土地や家屋であること

②世帯全員の前年所得がそれぞれ

３８万円（基礎控除額）以下であ

ること

③減免を受けようとする本人が税

法上の扶養になっていないこと

④所有している家屋の所在地に住

民登録があり、実際に居住してい

ること

□受付期間　納期限の７日前まで

□減免対象額　申請日以降の納期

に係る納付金額

□申し込み方法　減免申請書と添

付書類を税務課に提出する

※詳細は、問い合わせください　

　　　　税務課資産税係（内線５

１３）

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

□申込資格　住宅に困っている方で、市税

を滞納していない方

□入居資格　 ▽市営住宅＝市内在住か在勤

の方。所得制限有り。同居親族と入居でき

る方　 ▽若者住宅＝４０歳以下の方

□申込期間　２月１日㈮～１４日㈭
□入居可能日　３月下旬

□申し込み方法　都市整備課か南部５振興

事務所にある申込書に、必要書類を添えて

申し込む

□決定方法　応募多数の場合は、それぞれ

次の日程で抽選とします。 ▽鏡山住宅＝２

月２６日㈫午後７時から市役所北会議棟で

抽選　 ▽滝坂ハイツ・末広住宅＝２月２７日

㈬午後７時から岩村振興事務所で抽選　 ▽

川原島若者住宅＝２月２７日㈬午後７時半か

ら岩村振興事務所で抽選

　　　　都市整備課（内線２３８）

市営住宅・若者住宅の入居者を募集

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居される方は、同居親族の資格がありま
す。６０歳以上または昭和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方などの公営住
宅法に定める単身での申込資格を満たしている方のみ、市営住宅へ単身で申し込みがで
きます。鏡山住宅、滝坂ハイツ、末広住宅は、家賃以外に共益費などが必要。この募集
で申し込みのない住宅は、期間を延長して都市整備課で受け付け、先着順とします

種類 住宅名 構造 間取り 戸数 所在地 家賃

市営 鏡山住宅 ＲＣ造５階建 ２ＬＤＫ １戸 大井町 　１９,４００円～�３８,０００円

市営 滝坂ハイツ ＲＣ造３階建 ２ＤＫ １戸 明智町 　１７,３００円～３３,９００円

市営 末広住宅 ＲＣ造３階建 ２ＬＤＫ １戸 上矢作町 　１９,９００円～３９,０００円

若者 川原島住宅 木造平屋建 ２ＤＫ １戸 上矢作町 　１７,０００円

地
震
体
験
車
で
東
日
本
大

震
災
を
体
験

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

案
内

案
内

２
月
３
日
掌
は
財
産
区
議

会
議
員
選
挙

申・問

問

▲地震体験車の映像

固定資産税を減免する制度があります

申・問

21 202013.1.15 広報えな



　
□
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど

□
対
象　

市
内
に
住
む
２０
歳
以
上

の
方
（
公
職
に
あ
る
方
は
除
く
）

□
定
員　

１５
人
以
内

□
任
期　

４
月
１
日
―
平
成
２６
年

３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
か
電

子
メ
ー
ル
で
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
と
し
、
①
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番

号
―
を
記
入
く
だ
さ
い
。
地
域
・

年
齢
な
ど
を
考
慮
し
決
定
し
ま
す
。

□
締
め
切
り　

２
月
２２
日
㈮㈮

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

□
と
こ
ろ　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

□
内
容　

み
そ
作
り
と
恵
那
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
す

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

１
８
０
０
円
（
昼
食
、

み
そ
２
㌔
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　

定
年
塾
え
な
（
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
内
）（
内
線

６
３
８
）、
思
２
５
―
８
２
０
８

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　１１日㈪～１５日㈮
□オッズパークグランプリシリーズ　２５日㈪～３月１日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬は全レース発売。金沢競馬など地方競馬
のレースを発売する日もあります。大井競馬や川崎競
馬、門別競馬などナイター発売する日もあります

市の人口（１月１日現在）

総数　５４，３１１人（－２５）

  男　  ２６，２９０人（－１６）

  女　  ２８，０２１人（－９）

世帯　１９，４２２世帯（＋２０）

（　）内は前月との比較

市内の火災（１２月）

建物　２件（１５件）

その他　１件（１９件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月）

人身事故　１９件（２０８件）

物損事故 １８４件（１,７３５件）

負傷者　２５人（２９１人）

死者　０人（０人）

（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１２月）

２２０回（２，１５０回）

（　）内は１月からの累計

（
住
所
不
要
）
企
画
課
広
報
広
聴

係
（
内
線
３
１
４
）、
死in

fo@
ci

ty
.en

a.lg
.jp

　

今
回
は
み
そ
作
り
、
歴
史
講
座

を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月
９
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

第
１０
回
定
年
塾
の
参
加
者

市
政
モ
ニ
タ
ー

　

施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種
・
人
数　

①
一
般
職
＝
学

校
給
食
調
理
業
務
、
１
人
②
嘱
託

員
＝
都
市
公
園
管
理
業
務
、
１
人

□
給
与　

公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象　

①
調
理
師
免
許
と
普
通

自
動
車
免
許
取
得
者
で
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
た
め
４５
歳
未
満
の
方
②
普

通
自
動
車
免
許
取
得
者
で
６５
歳
未

満
の
方
（
年
齢
は
採
用
日
現
在
）

□
採
用
予
定
日　

３
月
２６
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
・
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
）
を
持
参
し
、
施
設
管
理
公

社
へ
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

１
月
３１
日
㈭
（
必

着
）

　
　
　
　

施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　

市
で
は
、
臨
時
職
員
の
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種　

保
育
士

□
定
員　

若
干
名

□
対
象　

保
育
士
資
格
（
平
成
２５

年
３
月
取
得
予
定
者
も
可
）
と
普

通
自
動
車
免
許
が
あ
る
方

□
勤
務
先　

市
内
公
立
保
育
園

□
条
件　

▽
賃
金
＝
日
額
８
０
０

０
円
（
時
間
外
手
当
・
通
勤
手
当
・

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
加
入
）
▽
待
遇
＝
週
５
日
勤
務

（
午
前
８
時
半
―
午
後
４
時
４５
分
）

□
雇
用
期
間　

４
月
１
日
―
平
成

２６
年
３
月
３１
日
（
更
新
あ
り
）

□
申
し
込
み
方
法　

子
育
て
支
援

課
ま
で
履
歴
書
と
資
格
証
を
持
参

す
る

□
締
め
切
り　

２
月
８
日
㈮

□
採
用
試
験
日　

２
月
１５
日
㈮
午

後
１
時
半

□
試
験
会
場　

市
役
所
２
階
子
育

て
支
援
課

□
試
験
方
法　

面
接
試
験
・
作
文

試
験

　
　
　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
施

設
係
（
内
線
２
２
９
）

　

恵
那
み
そ
を
昔
な
が
ら
の
伝
統

の
方
法
で
製
造
、
販
売
し
て
い
る

「
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

　

２
月
に
仕
込
み
、
１２
月
に
蔵
出

し
作
業
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月
６
日
㈬
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ　

む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
）

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

５
０
０
０
円
（
み
そ
５

㌔
の
代
金
含
む
）

□
締
め
切
り　

２
月
１
日
㈮

　
　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８

　

あ
な
た
の
会
社
は
希
望
者
全
員

施
設
管
理
公
社
の
職
員

恵
那
み
そ
寒
仕
込
み
講
座

の
受
講
生

保
育
園
の
臨
時
職
員

申
・
問

問

み
ん
な
の
掲
示
板

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里
で

は
、
間
伐
体
験
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
上
矢
作
の
山
で
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

を
切
り
、
木
が
倒
れ
て
い
く
様

子
や
地
響
き
を
間
近
で
体
感
で

き
ま
す
。

□
開
催
日　

２
月
９
日
㈯

□
定
員　

１０
人

□
料
金　

２
０
０
０
円
（
保
険

料
な
ど
を
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
②

住
所
③
連
絡
先
―
を
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
思
４
７
―

３
１
５
１
、
死fu

k
u
jy
u
@
n
p

osizen
.en

at.jp

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
手
作
り

チ
ョ
コ
は
い
か
が
で
す
か
。

□
と
き　

２
月
１１
日
㈪
午
前
９

時
半
―
正
午

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ

ー
調
理
室

□
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員　

１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

▽
会
員
＝
無
料　

▽

非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８

が
６５
歳
ま
で
働
け
ま
す
か
。

　

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
労

使
協
定
で
継
続
雇
用
の
対
象
者
を

限
定
す
る
基
準
は
設
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
国
内

企
業
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
定
年
を
６５
歳
以
上
に
引
き
上
げ

○
希
望
者
全
員
を
６５
歳
ま
で
継
続

し
て
雇
用
す
る
制
度
の
導
入

○
定
年
の
定
め
の
廃
止

※
平
成
３７
年
度
ま
で
は
経
過
措
置

と
し
て
、
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例

部
分
）
の
支
給
開
始
年
齢
以
降
の

人
に
、
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準

の
適
用
が
で
き
ま
す

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
志
２
６

―
１
３
４
１

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲仕込みで力いっぱいみそ玉を投げる

問

申
・
問

申
・
問 間

伐
体
験
の
参
加
者
を

募
集

チ
ョ
コ
ム
ー
ス
と
チ
ョ
コ

ク
ッ
キ
ー
の
お
菓
子
教
室

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

案
内

募
集

募
集
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この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

１０

１１

１０

１１

１０

１１

１１ １

１０１０ １０
 ～

 翌朝
 ７

 ～

 翌朝
 ７

 ～

 翌朝
 ７

月・水・金曜日 火・木・土曜日 日　曜　日

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

９

文字放送

９

文字放送

９

子ども教室

市気象情報 市気象情報 市気象情報

げんきっこ① げんきっこ② げんきっこ①

農業番組 健康体操 コミュニティ番組

市気象情報 市気象情報

市気象情報
文字放送 子ども教室

文字放送

昼

げんきっこ①②

昼

げんきっこ②①

昼

げんきっこ①②

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景

教室番組 市気象情報 文字放送

文字放送 文字放送 子ども教室

２

健康体操

２

コミュニティ番組

２

農業番組

市気象情報

３

市気象情報

３

市気象情報

３

健康体操

文字放送 文字放送 市気象情報

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー ４

農業番組

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー

５

文字放送

５

文字放送

５

文字放送

市気象情報
市気象情報 市気象情報

教室番組

６

人形劇

６

人形劇

６

人形劇

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

７

水の惑星紀行

７

ミュージック
　　　パーティー ７

ミュージック
　　　パーティー市気象情報

８

げんきっこ②

８

げんきっこ①

８

げんきっこ②

コミュニティ番組 コミュニティ番組
　　ライブラリー

コミュニティ番組

９ ９ ９文字放送 文字放送 文字放送

市気象情報 市気象情報 市気象情報

恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）
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『広報えな』１月１５日号、

１部当たりの印刷経費は

約１０.３円（税込み）です。

コミュニティ番組

アミックスコムからのお知らせ

みんなえなのこげんきなこ

１月２１日㈪～２７日㈰

市成人式（前１日号の再掲）

１月２８日㈪～２月３日㈰

市消防出初式〔恵那文化センターでの式典や恵那駅

前中央通りで行われた分列行進と恵那トビはしご登

り、阿木川の大井橋付近での一斉放水を放送します。

１月６日撮影〕

２月４日㈪～１０日㈰

第１０回下田歌子賞記念イベント〔ふるさとの先人、

下田歌子を顕彰するイベント。エッセイと短歌の部

で募集された作品を表彰します。作家の童門冬二氏

と実践女子大学の大関啓子氏の話も行われます。１

月１９日撮影予定〕

２月１１日㈪～１７日㈰

市災害ボランティア養成講座〔災害に備える学習会

として、県防災課の講師が県内に迫る地震やその対

策、地域の援助の方法などについて講義します。１

月１９日撮影予定〕

２月１８日㈪～２４日㈰

郷土ゆかりの文化人北原白秋展〔中山道広重美術館

で開催中の企画展。１２月に同館に寄贈された北原白

秋ゆかりの書簡類の紹介や市内の声楽家加藤規子さ

んが北原白秋作詞の歌を歌うコンサートを放送しま

す。１月２０日撮影予定〕

２月１日㈮～９日㈯

①吉田保育園きりん組　②武並保育園 ひまわり２組

２月１０日㈰～１９日㈫

①山岡保育園ゆり組　②武並保育園 ひまわり２組

２月２０日㈬～２８日㈭

①山岡保育園ゆり組　②明智保育園あお組  

※市内の保育園や幼稚園の元気な子どもたちが登場

します。

ひょっこりひょうたん島を放送中

午後６時からの人形劇は「ひょっこりひょうたん島」

を放送しています。個性豊かなキャラクターたちが

繰り広げる楽しい冒険の物語です。  

　番組・内容は予告なく変更することがあります。最新の番組

表は㈱アミックスコムのウェブサイト（http://www.amixcom.jp/）

をご覧ください。 　㈱アミックスコム錆０１２０-９２７-５２８（市外・

携帯電話・ＰＨＳは志０５７３-２０-３２５２）営業時間外の故障窓口志

０５７３-２６-２１８８※「げんきっこ」＝みんなえなのこげんきなこ

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

問




